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はじめに

本研究は昭和５２年度より開始し（５年間の計画として資源生態調査、漁法試験、サメ駆除試験丁

被害実態調査等を予定している。初年度は資源生態調査を中心とし、その資料（音響効果、血粉反応）

を基にして漁法試験を実施することにしていたが、音響効果については活きたサメの捕獲かできず、

また資源生態のうち標識放流及びパイオテレメトリーによる行動の追跡については、機器入手の遅れ

及び予定していた秋に台風の通過、それに続く時化のため時期を失し調査するに至らなかった。しか

し今までの調査で伊豆・小笠原諸島海域に出現するサメ類の分布、及び被害を与えているサメの種類

についてはほぼ把握する事が出来た。蚕允被害防止の見通しもある程度得られたので、今後その実証

と駆除試験を中心に実施する予定である。

分類にあたってメジロザメ科については東大谷内透博士に種々御教示をいただき、特にドタプカ等

の同定をしていただいた。また北大仲谷一宏氏にはシロワニ、アカシュモク、トラザメ科等について

種々御教示いただいた。また両氏にはサメ女:献等様々な援助を受けたのでここに深く感謝する。

Ｉ目的

サメ類が日本沿岸及び近海の各種漁業に与えている被害は莫大なものであるが、被害内容、金額、

被害を与えるサメの実態はほとんど不明であり、その防除法は全くないためただ消極的に休漁、漁

場放棄という方法で対処しているに過ぎない。伊豆諸島海域のうち八丈島周辺海域漁場は昔からサ

メによる被害が多く、昭和４７年頃から特に目立って多くなり、底魚一本釣漁業（対象魚アオダイ、

メダイ、ムツ、ハマダイ等水深８０～４００７７０）ては、釣れ始めると間もなくサメが現われ順々に

漁具ごと喰いちぎり、操業不可能となる事かひんぱんにある。また春トビ流刺網漁業においても、

掛ったトビウオはもとより網ごと喰い破られるため、サメを恐れて良好な漁場ほど利用出来たい状

態である。その他最近ではクサヤモロ棒受網漁業にもサメの被害が出ており、これらの現状からも

確かにサメの被害は増加しているようである。原因としては近海マグロ延繩漁業の不振により、従

来はマグロと混獲され淘汰されていたものが漁獲されなくたり増加したものと考えられている。

漁業者のサメ被害防除に対する要望は切実であるがＭ過去に系統だった研究がなされておらず、

またサメの分類も混乱が多く困難であるため被害を及ぼす種類も定かでなく、生活史、生態となる

と全く手つかずと云うのか現状である。本研究では被害を及ぼすサメの種類及びその生態を知り、

被害防除の方法を開発しようとするものである。
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Ⅱ実施機関

１．実施機関･…･……･東京都水産試験場

２．実施場所

大島分場･…･…･大島・離島、三宅島周辺海域

八丈分場………黒瀬、八丈島、ペヨネーズ周辺海域

（小笠原支庁小笠原水産センター………小笠原諸島海域）

５．担当者

八丈分場長今井丈夫

大島分場中川政男

竹え内卓夫

武藤光盛

立島昭「やしお船長」

青沼勇「みやこ船長」

八丈分場石川吉造

堤情樹

斉藤盛致

長田一市「拓南船長」

（小笠原水産センター）倉田洋二

村井衛

米山純夫

木村ジョンソン

総括

企画調査

〃

〃

調査

〃

企画調査

〃とり蚕とめ

〃

調査

〃

〃

〃

〃

被害実態調査

伊豆・小笠原諸島における被害状況

漁業種別被害状況は下記の通りである。

一番多いのが底魚一本釣漁業で対象魚はアオダイ、メダイ、ムツ、ハマダイ等（水深８０～

４００ｍ）であるが、特にアオダイ漁の場合が多く、釣れ始めると間もなく釣針にかかった魚を

Ⅲ

１．

次々と喰いちぎり操業不可能となる。これは良好を漁場ほど被害が大きく、数日は操業出来ない。

本年の場合、１１月アオダイ漁が不調になるとともに被害はなくなり、その後のムツ、メダイ漁

には被害がなかった。

春トビ流刺網漁業では、刺網にかかったトビウオと一緒に網を喰い破り操業不可能となる。こ

－２－



れらの被害を与えるのはドタプカ、ヨゴレ、ヨシキリザメである事が判った。

その他には５２年秋にムロ棒受網漁業においてコマセ袋を喰いちぎり、魚群を散らし操業不可

能にしたこともある。また神奈川県漁船の場合サバにも同様の被害が出ているそうであるが、こ

のサメの種類は不明である。

小笠原においてはイセエピ漁は素潜りで手鉤により捕獲するが、イセエピの住場の洞窟にシロ

ワニかよく入っており、漁の妨害をするとのことである。

2．各県における被害

各県の被害内容及び対策は表－１の通りである。これは昭和５１年に都水試が沿岸各県水試宛

アンケート調査した結果のとり左とめに加筆転記した。

○被害漁業種類

漁業種類は大別すると８種類であり、内訳は一本釣関係８，延繩１０、刺網５、定置網２，

まき網、曳繩、磯立網、小割養殖各１となっている。釣関係が多く全国的に被害が出ている事

が判った。

○被害対象魚種

２６種記載されているが表、中、底層に大別すると下記の通りである。

表層……メパチ、ピンナガ、キハダ、シピ、カジキ、カツオ、ヨコワ、ハガツオ、イワ

シ、トビウオ

中層……ブリ、スルメイカ、タチウオ

底層……スズキ、アイナメ、メパノレ、キンメダイ、アマダイ、レンコダイ、チダイ、マ

ダイ、アオダイ、ハマダイ、ムツ、メダイ、ハマフエフキ

○被害金額

各地区とも正確な被害額を調査したところはなく不明であるか、概略では１００～１０，０００

万円程度となっている。これは直接被害がほとんどであり、操業中止等まで考えると莫大なも

のになる。

○被害を与えるサメの種類

サメの分類名称には問題はあるか、一応報告の左在記載すると、ヒラガシラ（地方名複数で

あろう。）、ヨンキリザメ、シュモクザメの順に多い。また底刺網、延繩ではドチザメ、ホシ

ザメ等もあり大きさは１～５ｍとなっている。ヒラガシラはメジロザメ属のものを混称してい

るようである。

－５－



表－１ 各県別
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北
海
道
沿
岸

本
州
太
平
洋
沿
岸

県名 漁業名 被害魚種 使用漁具 漁場 時期・時間

（
網
走
）

（
函
館
）

刺網

延繩

渡島支庁管内

檜山支庁 〃

１１～１２月

１１～１月

岩
手

宮
城
福
島

茨
城
千
葉

東
一示

静
岡

愛
知
三
重

近海マグロ延繩

大目流し

スズキ延繩

〃 刺網

･

昼イカ釣

春トビ流刺網

底魚一本釣

深海立繩釣

スノレメイカ釣

近海延繩

メパチ、ピンナガ

カジキ

スズキ、アイナメ

その他

スルメイカ

ハマトピウオ

アオダイ 、 ハマダイ

メダイ、ムツ等

キンメダイ、メタ

イ 、
ムツ

や

スルメイカ

ヨコワ

カツオ

、 トンボ、

延繩

流刺網

繩釧網叩
５
一
１
０

延
く
刺
口

イカ・ツノ釣

流刺網

深海一本釣

浅海 〃

深海立繩

イカ釣

延繩

50ciV､165～180.画

及び２０～25.Ｎ

１４５～１５０．回

、

５７
。

～－４２．Ｎ

１４２。～１６５．Ⅱ

久之浜～原釜

(水深１０～４０ｍ）

勝浦沖

(水深150～200ｍ）

鳥島、 スミス 、
＝ペヨ

ネーズ、青ヶ島、八

丈島周辺（表層）

伊豆諸島海域全域

(水深１００ ～＝

４００れ）

伊豆近海及び伊豆諾

島近海

三木崎～潮岬沖

１０～１５浬

，～５月

７～１１月

７月下旬～

９月中旬

８～９月

２～５月

(夜間）

５～１２月

(昼間）

１～１０月

のうち特に

５～６月

１２～５月

(朝～夕刻）



被 害 状況

泣言〒VJL目芯図 ＝夕【」

昔腺イ､ｈＬの今Ｅ

,

網の破損・延繩の切断を防ぐため湾

流失芹lｊ ご＞（］

ヨ崖及び沖合

今後は積極Ｅ疋弓>KEはサメｑ

、他網地の損謂

釣、延繩漁具等を使用して積極的に駆除-する。

ﾖ又｡LL￣４ 反毛＝

誼としてｲﾄﾞiI低的にa

ン反弓二子や

－５－

被害に対する所見

オホーツク海にアプラツノザメ・ネズミザメが回遊するが

被害は認められない。底曳網に混獲される。

被害対策は大変難かしいと思う。それより資源不足の今日

積極的なサメの有効矛U用法を考えて欲しい。 〃

被害ほとんどなし

￣

被害対策はたいが刺網の破損・延繩の切断を防ぐため浮子

を多くつけ流失を防いでいる。

沿岸及び沖合で特に被害なし

特になし

従来はサメのいる処をさけて操業していたが今後は積極的

に駆除する。トビウオの他網地の損耗が大きい。

手釣、延繩漁具等を使用して積極的に駆除する。

最近一本釣業者からサメによる被害が著しいと相談を受け

ており、

ている。

対策として徹底的に釣り上げることが有効と考え

サメ被害を受ける対象漁業なし

近年特にサメが増加しており、被害も増大しているので対

策を考えてほしいと漁業者から要望がでている。

被害額（千円） サメの種類

不明

沖合１４，４００

近海１０，８００

網地の損耗

１５０，０００

アプラツノザメ

ヨシキリザメ

ヒラガンラ

不明
ﾄﾞチザメ

ホシザメ

１日１隻４～５ ヨシキリザメ

５０，０００

ノ

４０，０００

ﾄﾞタプカ

（ヒラガンラ）

ヨシキリザメ

６０，０００
／

８０，０００

ﾄﾞタプカ

（ヒラガシラ）

ヨシキリザメ

直接被害

2,0/００
5,000

ヒラガシラ

ネズミザメ

大イルカ

金額不明

1繩に約５０尾

の被害あり

水サメ
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本
州
太
平
洋
沿
岸

四
国

沿
山岸

県名 漁業名 被害魚種 使用漁具 漁場 時期・時間

和

歌

山

大
阪

兵
庫

シピ延繩

磯立網

まき網

￣

シピ

イワシ、サバ

延繩

磯立網

(高さ５２ｍ、

長さ180m）

まき網

熊野難沖合

１８０浬

東明崎さんろくの礁

から梶取崎沖

(水深180～250ｍ）

熊野灘

５００～1,50077Ｚ

１１～５月

１２～４月

１１～４月

Ｉ

一百回
知
（
続
く
）

サバ毛針釣

タチウオ曳繩

釣

流し立繩釣

立シピ

サバ延繩

サバ

タチウオ

サバ、メダイ 、

ハガツオ、タイ

ブリ等

、

キハタ
つ

サバ

毛針釣

曳繩

立繩

流し立繩

延繩

甲浦～室戸岬沖

5～６浬

(水深100～150ｍ）

安芸～室戸岬沖

５～６浬

(水深100～150ｍ）

甲浦沖２～４浬

水深５０～１５０７７２

足摺岬～沖ノ島沖

（水深９０～２５０ｍ）

岩盤卜

沖ノ島～足摺岬沖

１０～１５浬

(水深１００～１５０ｍ）

足摺岬ＳＥ～SＷ

１０～１５浬

(水深１００~150ｍ）

５～５月

特に４月（夜

火光利用）

周年

特に5～1０月

(日中）

周年

(朝４～１０時）

５～７月

昼繩：周年

夜繩：６～9月



□l網を価 Z)後厄可多星

ヨシ【】

６～１１の４日間、組合員cＺ

．延繩約１．５００鉢を便垰 3６０

７旱を漁獲した。サメ退治後、移蔓

司|時に'Hb1の魚話浮焔 ｡

〕０円で非ﾛ歌Ⅲ県ｑ二Ｉ,ＵＵ

奴ﾌＵし7て。

の割合である。反糸全部(Ｚ 叉糸のかｑ

王６月小型船本組合で会合かも

ヨイZに笥舌はⅢ 六一ｙ笘苣テー7ｋＴｍ

「
』

］ＯＬJ寺に１ｕ』害力JR／曰、二、出掘

の後サメの被害は皆無

の単価がK９１００１－Ｈ～

７）￣ｒ－Ｚ１目÷ ｂｌＹＪｏ、」－'に

－７－

被害に対する所見

特になし

初め１ 戸～ ２回網を破られるか、その後は移動するためか、

かからなくなり、続けて操業できる。

特になし

該当なし

〃

５ｔ４６～１１の４日間、組合員の有志１８隻が出漁（１

鉢５本付マグロ延繩約１，５００鉢を使用し、ヨシキリ8６０

尾を漁獲した。サメ退治後、移動したものかサメは見え衣

〈なったか同時に他の魚群も見えなくなった。漁獲したサ

メは１尾１，２００～１，５００円で和歌山県のカマポコ業者

に販売した。（甲浦地区）

同上

枝糸全部の被害が苑、枝糸のみの損失が光の割合である。

サメ対策について５１年６月小型船主組合で会合かもたれ

たが、具体策は出なかった。（土佐清水地区）

7～８年前、梅雨時に１０隻か７日間出漁し、延２，０００

尾漁獲したところ、その後サメの被害は皆無となった。

なお、当地ではサメの単価がk９１００円以上ならば漁業

が成立するので特にサメ退治をしたくてもすむ｡(土佐清水）

被害額（千円） サメの種類

シピの食害 不明

網の被害か大きい 魚種不明

（１．２～２ｍ）

漁獲物８，０００

漁網２，０００
ヨシキリザメ

不明

漁具の折断被害も

多い○

漁具製作費

（２，０００円）

ヨシキリザメ

（ｔ５ｍ～２０ｍ）

ヒラガシラ

（１０ｍ～2.Ｍ）

不明

毎年被害あり

ヨシキリザメ

(1.5～2.0ｍ）

ヒラガシラ

（１，～２０ｍ）

専業船１隻当り

５００

被害総額

約５０，０００

ヒラガシラ

ソロ 、
ヒロヒ

ガシラ、トガ

ヒラガシラの

称

このうち、ヒレグ

ロ

ブ

（ ヒロヒラガシ

)が最も多い。

漁具代が高価なた

め被害額は高い。

１回の被害額漁具

代のみで

約５０

ヒラガンラ

(２５～６０k,）

ヒラガンラ



H=EFrH・距王ｒｔＦ

－８－

●

四
国
沿
岸
一

日
本

海
沿

岸

県名 漁業名 被害魚種 使用漁具 漁場 時期・時間

高
知

愛
媛

ハマチ小害Ⅲ養殖
ハマチ

特に２年魚
。、 生費

柏島赤鰹

（水深５

崎漁場

O～４０ｍ）

年に１～２

回被害あり

８～９月

u--P--ヶ■_一二J￣

青

森

秋
田

山
形

富
山

福
井

｜泉
都

島
根

タイ－本釣、延

繩、メバル－本

釣

メバル、タイ類

立繩

メバル

刺網

、 タイ底

タイ底延繩

定置網

延繩、一本釣

一本釣、延繩

タイ 、 メバル

メバル

タイ

チダイ

アマダイ、タイ類

タイ類

マレ

一本釣、延

繩、 一本釣

立繩

三枚網

底延繩

定置網

本釣

延繩

本釣

延繩

青森県日本海沿岸及び

津軽海峡沿岸海域

(水深５０～２００ｍ）

県沿岸全域

0,.

(水深８０～１８０ｍ）

県沖合

１０～１５浬

(水深５０～１００m）

地先

(水深７０～１００７?z）

距岸５００ｍまでの

沿岸

(水深７０～８０７７z）

６～８月

タイは夜間

メバルは昼

間

４～１０月

主として日中

７～９月

早朝～昼

８～１０月

周年にわた

るが比較的

夏期が多い



最E大の級 ７）'三１４旧

の;Kh4I芹乍詐研 〕０尾（１１二４Ｋ, 【はザピ

４６ａ三，

４０００崖 〃 丞〃〕泙圷）2#トロニ

４２ＵＯＬ ４Hrtテ ６口径

８年Ｐ

,

￣【】

本釣、宗置網に祇雲

，

釦カムま支伺【しうてうて閃 』又元三Ｖｊ、色

蚤延繩

■■■

ロ

９

長FＥ

釣、網漁業ともに被害報告

目三三に敷厄 旱を釣獲し、頭晋１J詫冊

痔R勺で漆Ｂａ

全＝り ,

BJ6f1Eﾄ匂厚(/「〃＝Ｕ 【】

ろ

－９－

被害に対する所見

最大の被害を受けたのは４８年で、２２ｲ固の小割が化セン

の網を食破られ５１，２００尾（１尾４k９）が食われ又は逃

げられた゜

その後獲ったサメをオト゛シとして死体のまま海中に吊し

たところ４日間は効果があったが、５，６日後再び襲われ

た。

対策としては小割の底を２重にする。

金網の小割にする等がある。

該当なし

Ｓ４４年頃一本釣、定置網に被害を受け、水試に対策を要

望されたのでマグロ漁業用電撃漁具を業者に貸与したがみ

るべき効果はあげられなかった。ここ数年は、タイ、メパ

ル釣が衰微したためサメによる被害はあまり聞かれない。

現在は特になし

Ｓ２５年底延繩漁業で冷凍イワシ、サバ、牛肉を餌料とし

て実施したが漁獲効果はなかった。

童た、茶筒、空缶等にカーバイトを入れて投入した結果

一時的な撃退効果はあった。

釣、網漁業ともに被害報告はない。

該当事項なし

なし

過去に数回サバを餌に２～５尾を釣獲し、頭部を船から垂

下したこともあるが、効果は一時的であった。

サメ食害の対策についての要望が強いが、具体的な方法

効果の点で試験研究にのせることはむずかしい。

被害額（千円） サメの種類

Ｓ４６年９月

１４，０００尾

約４２，０００

Ｓ４８年８月

約１００，０００

ヒラガシラ

（２～２５ｍ）

被害金額は把握で

きないが、かなり

の金額にたる。

ネズミザメ

（１．０～1.5ｍ）

メジ ロ ザメ

（1.5～２０ｍ）

シュモクザメ

（１．０～1.5ｍ）

不明
アオザメと恩わ

れる

5，０００

シニモクザメ

（１ｍ前後）

ヨンキリザメ

(1.5～2ｍ）

定置網にたまに見

られる程度

不明
種類不詳

（２～５ｍ）

不明

ヨシキリザメと

われる

（１．５～２ｍ）



ｑ

侑
明
梅

Ⅱ

|，

Ⅲ

－１０－

;Ⅲ

九
州
沿
岸

沖
繩
沿
岸

県名 漁業名 被害魚種 使用漁具 漁場 時期・時間

福

岡

豊
前
一
有
明
海
宮
崎

長

崎

熊
本

鹿
児
島

マグロ延繩

タイ、イサキ

アジー本釣

アマダイ 、
し

ンコタイ延繩

、

マダイ、一本釣

刺網、定置網

延繩、一本釣

マグロ類

タイ、イサキ

アソ、

、

アマダイ

レンコダイ、特

にタイが多い

、

マダイ

浮延繩

本釣

底延縄

本釣

刺網定置網

延繩、－本

釣

タイ－本釣漁場が中
、

ﾉLj、

（水深４０～８０ｍ）

有明海、不知火海を

ど内湾状の漁場

周年

主に夜間と

われる

４～１１月

９～１１が

最も多い。

朝夕のztずめ

６～７月

午後６時頃

(小潮時）

午前４時

沖
縄
（
八
重
山
）

一本釣漁業

５０年には

小型さき網

にも被害が

出たが詳細

不明

ハマフエフキ 本釣

西表島南方

４～５１cｊｉｚ

(水深５０～４０ 、 ）

４中 ￣～

5初旬

１９～０４時



０，種2慥自

本釣の場合

‐￣仁

ので基礎付散による秘

H又は研究部のフカ駆Ｉ 且しＬｖ』'ＤＣ

痔は県調否船を辻Ｉして脇

￣夕〔」

。浮延繩に汐
■■

■Ⅱ■

更用している。

又的に被害調香寺の美皇施に

■■■■

４００Ｕ

取り海にrill 翌日から被髻,

型日から被髻本急の仮菩

7-)[鳫雇〃惠の８０％に蛸 。

６

砂

－１１－

被害に対する所見

該当なし

被害全くなし

なし

タイ-本釣の場合サメが出現すると漁場をかえて操業して

いる。

敵による被害は大なり小なり受けているので基礎研究が

望まれる。

漁協又は研究部のフカ駆除試験として実施している。

－時は県調査船を出して協力したが近年は自力で退治し

ている。

漁具は、 ＜「 グロ浮延繩に沈子（真石）を付け底延繩とし

て使用している。

行政的に被害調査等の実施はたく、漁民からは現在水場対

象魚種として取扱比重が少ないため、現在はそれほど意識

されていたい。

小型注き網では被害漁場でサメを釣り上げ「しっぽ」を切

取り海に放り込んだら翌日から被害がなくなった。

一本釣ではサメを２尾釣り上げたら翌日から被害がなく

なった。この時のサメは持帰った。

蝉？

漆．

被害額（千円） サメの種類

不明

不明

釣獲魚の２～５割

ヨシキリザメ

ヨゴl〆

メジロザメ

アオザメ

アオザメ

シュモクザメ

（１．５～５０ｍ）

シュモクザメ

シロザメ

ホンザメ

網漁業については

破網羅網等

延繩、一本釣漁業

については道糸、

釣針等の切断があ

る ○

約１４，０００

八重山における

５１年のハマフエ

フキの被害は食っ

た魚の８０％にも

及んだ。

主として

ヒラガシラ



表－２被害を与えるサメ及びその海域

ヒ
ー
フ
ガ
シ
ラ

ヨ
ゴ
レ

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

ア
オ
ザ
，
〆

ホ
ン
ザ
メ

ⅥⅡ‐孔「‐‐糾刊‐刈刈

シ
ュ
モ
ク
ザ
メ

ヨ
シ
キ
リ
ザ
メ

ネ
ズ
ミ
ザ
メ

ア
プ
ラ
ッ
ノ
ザ
メ

魚種名

地区

北海道

東北

東海

紀伊

四国

曰本海

九州東岸

〃西岸

沖繩

○ ○

○
○

jl。
○’○

○

○
○
○
○
○

:'○に'。
○ ○

○各県のサメ被害への対応

防除対策を各県とも実施したい意向は持っているが、

していたい。

有効な対策がなくほとんどの県が実施

－１２－



Ⅳ資源生態調査

１．伊豆・小笠原諸島に分布するサ〆類について

既刊の出版物及び種々の漁業調査の際の測定資料及び本調査分を合せてとりまとめた。学名及

び科の配列は谷内（昭和５１年）によった。

従来サメについては組織だった調査は実施された事がなく、測定の際も一括してサメと記載さ

れている事が多く、現在確認されたものより更に多くのサメが分布しているものと考えられる。

今までに１７科４５種が伊豆・小笠原諸島海域で確認されたが暖海'性のものが多い。一部には

ウパザメ、ネズミザメ等冷水性のものも認められた。これは伊豆諸島の位置が黒潮、親潮の混合

域に近いためと思われる。

出現したサメは表－５の通りである。

ｂ

－１５－



表－５伊豆・小笠原諸島海域に出現分布するサメ類

ｅ

○

〔〕
〔）

○

］
○

○

〆、

ﾋノ

、
‐
ノ

〆
足

－１４－

、

。
笠
原

刑

４
○
○
○

○
○
’

○
○

○
○

○
○

○

イ
ロ
Ｉ
（
／
」
ラ
ヘ
〕
△
列
『
Ｆ
【
）
ノ
（
）
『
ノ
ノ

８

『
）
９
０
１
２
５
４
５
６
７
８
９

Ｊ
・
イ
０
１
イ
０
０
イ
ー
０
イ
ー
ー
冊
■
Ｉ
イ
ロ
ー
イ
ー
イ
■
Ｉ
イ
０
１

７

０
１
２
５

２
２
２
２

名称

出現海域

大
島
離
島

三
宅
島

八
丈
島

。 、

笠

原

/16［ 名称

エト゛アプラザメ

カグラザメ

ラプカ

ネコザメ

シマネコザメ

ヤモリザメ

ナヌカザメ

トラザメ

ナガサキトラザメ

オオセ

ジンベイザメ

アカンュモクザメ

ンロンュモクザメ

アオザメ

ネズミザメ

ウパザメ

マオナガ

￣

￣ クリ

ハチワレ

シロワニ

オオワニザメ

ホンザメ

ンロザメ

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○
○

○

ｓ

○

○
○
○

○
○

○
Ｃ
○
○
○
○
○

○
○
○
鮫
』

ｃ
○
○

○
○

○
○
○
○

○
○

○
○
○

Ｉ副
５
６
７
８
９
０
１
２
５
４
５
６
７
８
９
０
１
２
５
４
５

２
２
２
２
２
２
３
５
５
５
５
５
５
５
５
５
４
４
４
４
４
４

‐ﾗﾅﾗﾌｰﾗｮ寺1ｳ～ﾑｭﾆﾘﾐﾀＬ＿

ﾄﾞチザメ

ネムリプカ

ﾄﾞタプカ

クロトガリザメ

ヤジフ・カ

ツマジロ

ツマグロ

ヨゴレ

ヨシキリザメ

エイラクプカ

イタチザメ

イパラザメ

アプラツノザメ

ツノザメ
～￣

ツマリツノザメ

ゲンロクザメ

フジクジ フ

カラスザメ

カスザメ

ノコギリザメ

貝・ルマザメ

計

rｌ

○
○

○
○
○
○

○
○
○
○
○

２８

○
○

○
○

○
○

８

○
○
○
，

○
○

○
○
○
○
○

○

２４



○カグラザメ科Ｈｅｘａｎｃｈｉｄａｅ

伊豆・小笠原諸島で現在までに２属２種が認められている。

（１）エドアプラザメＨｅｐｆγα〃ｃＭｑｓＰｅγZｏ（ＢＯＮＮＡＴＥＲＲＥ）

小笠原海域で底魚に混って昭和５０年１１月に釣獲された。鯛孔が７対あり、眼がきれい

な緑色をしている。

（２）カグラザメＨｃｍｑ〃ｃＭｓｇγｚｓｃ〃ｓ（ＢＯＮＮＡＴＥＲＲＥ）

八丈島の記録しかないか、他海域にも分布していると考えられる。

鯛孔は６対あり、八丈島では昭和５１年に釣獲された。

○ラプカ科Ｃｈｌａｍｙｄｏｓｅｌｉｃｈｉｄａｅ

鯛孔は６対であり各形質に原始性を保っているため有名である。

（３）ラプカＣ/ｕｍｍＺ/ｄｏｓｅノαｃ〃Ｓα〃gzLz7zcz(ｓＧＡＲＭＡＮ

八丈島で昭和57年,月２旧に捕獲された記録がある。１ibWii'二'零叙し(マ~
Ｍザィ`撫。

○ネコザメ科Ｈｅｔｅｒｏｄｏｎｔｉｄａｅ

２種確認され｡、笠原には２種生息する。

（４）ネコザメＨｅｔｅγ０．０〃tmsjopo帆c"ｓ（ＤＵＭＥＲＩＬ）

三宅島を除き大島～小笠原諸島海域まで記録されているが、三宅島にも分布すると思われ

る。大島で昭和４５～５２年にかけて底刺網で捕獲された本種の全長は付表のとおりである。

全長で２６～１００．２c〃、平均６５６ｃｍ、体重１２０～４，６００１、平均２，６２９１であっ

た。

（５）シマネコザメＨ・z86γａ（ＧＲＡＹ）

小笠原で記録されているのみであり、他海域にはまだ記録はない。

￣

（￣４

-ま－９－編でYらrるぢﾀﾞニ

①トラザメ科Scyliorhinidae

この科には４属４種が出現しているが、資料にやや混乱があり、更に検討を要するが、取り

あえず記載した。〆'１ｒ,!“，

（６）ヤモリザメＧｑ肋泌ＳｅａＳｔｍａｎ‘（ＪＯＲＤＡＮｅｔＳＮＹＤＥＲ）

大島での記録があり、底刺網で７個体捕獲されたのをみると全長で５５．２～６４．０c〃、平

均６１．４０"、体重５５０～７００１、平均５８６１であった。性別は５個体記載してあり、

杉

－１５－



すべて８であった。昭和４５年１０月１８日大島西側、水深７０～90772の砂地で底刺網に

より漁獲された５個体の冑内容は魚類、イカ等であった。

(7)ナヌカザメＣｅｐｈｏ８ｃＺﾉﾉﾉ'２６ｍ〃ｍ６７ａｔｊ化ＪＯＲＤＡＮｅｔＦＯＷＬＥＲ

大島及び小笠原で記録されているが、三宅島、八丈島海域にも分布すると思われる。大島

で底刺網、神津島海域で深海カゴ調査により昭和４４～５１年に採集されたものは全長６１２

～１１０ＭZ、平均９２．９c〃、体重１，７８０～２２００１、平均５，４９６１であった。

(8)トラザメScZ/ＪＺｏｒ川""ｓｔ７ａｚｑｍｅ（ＴＡＮＡＫＡ）

大島、八丈島、小笠原で記録されている。大島では昭和５０～５２年に底刺網（水深４０

～８０ｍ）で採集されたものを見ると全長５５４～４２０ｃｍ、平均５１５ｃｍ、体重２５０～

５８０’、平均５０４１であった。

(9)ナガサキトラザ〆ＨｑＪｑｅＭγ"SMCγg`γｊ（ＭＵＬＬＥＲｅｔＨＥＮＬＥ）

大島で記録されている。大島近海の水深６０～90772の砂地で底刺網により採集された

５７個体について見ると、８１１，９２６で早の方が多かった。全長は５６．０～４４．０c腕、

平均４０．９c〃、体重１８６～４００１、平均５０，９１であった。また全長は８の方がやや

大きく、体重は早の方が若干大きかった。胃内容は船上から投棄したもの（エダマメ、タマ

ネギ、コンブ、レンコン）等もあったが、主にカニ、ヤドカリ、イカ、小魚、コプシガニ、

エビ類、タコ等底棲の生物及び小型魚類であった。

○テンジクザメ科Ｏｒｅｃｔｏｌｏｂｉｄａｅ

（10オオセＯ７ｅｃｔｏＪｏＭｓｊａｐｏ〃００皿ｓ ＲＥＧＡＮ

大島から報告されている。昭和４９～５２年に採集された７個体を見ると全長で６０．５～

１１８．Ｍm、平均９６．７c〃、体重１，２２０～８，８００１、平均６，１５１１であった。昭和４９

年８月２２日に採集されたものの冑内容はプダイ及び不明魚であった。

○ジンペイザメ科Ｒｈｉｎｉｏｄｏｎｔｉｄａｅ

ｑＤジンベイザメＥﾉｂｆｍ０ｄｏ７ｚｔＺ/ＰｚＬ８ ＳＭＩＴＨ

本種は大型でもあり、蚕た外洋性のサメであるため見かけた例は多いがカツオなどが付く

サメでもあり捕獲される事は少をい゜大島では昭和４７年都水試の船に視認され（全長１０

～１２ｍ程度）、八丈島では昭和５５，５６年頃、全長７～８ｍの本種を突いた記録がある。

伊豆、小笠原海域全般に分布すると思われる。

－１６－



て ○シュモクザメ科Ｓｙｈｙｒｎｉｄａｅ

本科は日本に５種類分布しており、そのうち２種が認められた。小笠原でアカンュモクザ〆、

シロンュモクザメ、伊豆諸島ではシロシュモクザメである。

⑫アカシュモクザ〆Ｓｐ/Ｗγ〃α化ｍｍｉ（ＧＲＩＦＦＩＴＨｅｔＳＭＩＴＨ）

小笠原諸島のみで、伊豆諸島ではまだ記録がない。小笠原父島二見湾にはアカシュモクザ

〆か７，８月頃には群をなして来遊する。（水深２０～５０ｍ）８月以降になると数多くの

アカシュモクザ〆の小型魚（全長５０～７０ｃｍ程度）が釣上げられたり見かけられたりする

ので産仔のための来遊と思われる。昭和５０年７月には水深１０～１５７７zで１群２６尾（全

長２．５～5.5ｍ程度）まで潜水中に数えられたことがある。注た周辺海域では表層を遊泳し

ているのを視認している。ハ４鑑ルムルハ■+芋{いたフ貢け
Ｕ３シロシュモクザメＳｐｈＺ/r"ｑｚＺ/gqe"α（ＬＩＮＮＡＥＵＳ）

大島、三宅島、八丈島、小笠原で出現の記録がある。八丈島においては冬季のメカジキ延

繩でしばしば釣獲される。

ヨ
ー
、

L２

。

～

壷
、
マ

○ネズミザメ科Ｌａｍｎｉｄａｅ

本科は２種類が確認されている。小笠原、八丈島等では本科のものでムロザメと称するもの

る|:Ｚがあるがアオザメのようである。冬't了し

（M）アオザメ１８〃γ〃ｓｏ〃γ”c伽ｓＲＡＦＩＮＥＱＵＥ

外洋性であるため広く分布し、大島、八丈島、小笠原で出現の記録があるが、近年伊豆諸

島で延繩を操業する船が少なくなり、視認する機会が少なくなった。昭和５２年１２月にメ

カジキ延繩で本種の小型_L全量」２～Ｕ、程度）のものが漁獲された｡八丈島等でアオタ、

ｱｵｻﾞﾒと称す…は本種では…ｷﾘｗである｡ま瀞.Ｗ'mYmルネ
⑪ネズミザメＬｑｍ〃αｄｊｔ７０ｐｉ８ＨＵＢＢＳｅｔＦＯＬＬＥＴＴ

冷水性のサメでありサケ類の喰害するので有名なサメであるが、大島、八丈島、小笠原か

ら報告がある。特に冷水の強かった昭和２８～５０年に黒瀬、銭州、大室出し漁場等に多か

った事が報告されている。

４Ｗ'↓<'&象!＜
Ｌ

９

／
、

０

る。

○ウパザメ科Ｃｅｔｏｒｈｉｎｉｄａｅ

（１０ウパザメＣｅｔｏγＭ"〃Ｓｍ(Ｌｍｚｍ"８（ＧＵＮＮＥＲＵＳ）

北方海洋性のサメであるが、かなり南方まで分布しているようである。大島及び八丈島で

の記録があり、八丈島では昭和４６年７月に１０ｍ以上の８，４９年４月１８日大島で小型

心
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定置網に入網したものは全長８１１ｍであり、肝臓重量５００k,と記録されている。

○オナガザメ科Ａｌｏｐｉｉｄａｅ

本種は５種とも出現の記録があり、戦後黒瀬、八丈島周辺でサメを対象とした延繩を実施し、

オナガザメをかなり大量に捕獲したとの事であるがマオナガかニタリか不明である。

⑰ニタリＡノｏＰｊａｓＰｃＪａ９ｉｃｚ６ｓＮＡＫＡＭＵＲＡ

小笠原海域で昭和５０年１１月に８１，９１尾が釣獲された。これはマグロ延繩にかかっ

たものである。伊豆諸島海域において今までオナガザメとされていたのは本種ではないかと

思われる。

（18リマオナガＡ・DmJPm〃ｓ（ＢＯＮＮＡＴＥＲＲＥ）

昭和５２年９月２８日小笠原海域西の島で釣獲された。全長１８５ｃｍ、叉長８８ＤＣ〃、体

重，４k９，９と小型であった。

０リハチワレＡ、８別PGγｃｊＪｆｏｓ皿ｓ（ＬＯＷＥ）

大島及び八丈島で記録がある。昭和４８年１１月２６日に全長２２０．０c〃及び１７５．０c〃

の共に８がメカジキ延繩で採捕された。漁船員の話によると時々釣獲されているとのことで

ある。上記２種は表層性であるが、本種は中、底層を遊泳する。昭和５２年１２月に八丈島

で水揚げがあり、全長２．５ｍ程度と小型であった。

rllnLi:jｊｗＭ訂…

○ミズワニ科Ｏｄｏｎｔａｓｐｉｄａｅ

本科は２種類が確認されている。

（20リンロワニ０．０〃ｔｑ８ｐｊｓｔａｚＬ７ｗ８（ＲＡＦＮＥＳＱＵＥ）

小笠原に分布し、他からはまだ確認されていない。小笠原にはよく洞窟、沈船等に入り、

イセエピ漁を妨害する。やはりこれも夏～秋に来遊するようであり冬季は見かけたい。父島

二見湾等の沈船にしばらく定着したり、洞窟に入ったりしている。昭和５１年６月２５日に

採集されたものは全長２５７c伽、体重１１８k９９であった。

⑪オオワニザメ０．／Ｗｏ⑪（ＲＩＳＳＯ）

Ａｂｅｅｔａｌｌ９６８によると大島で同年８月２２日に全長５６０師、体重５１１．５k,

と報告している。八丈島では４５～４８年にかけて磯刺網で大量に漁獲され昭和４５年２４．９

ｔ、昭和４４年１７９ｔ、昭和４５年５．８ｔ、昭和４６年１０．５ｔと続き、昭和４７年はた

く、昭和４８年５月２６ｔ、合計６１．５ｔ、大きさは５０～５００k9程度といわれ、５００

～８００１尾位と推定される。剥製として残っているものは叉長で２９０c〃であった。季節は

Ⅱ

Ⅱ’

'’

''
’’

１｜
｜’

Ｉ

｜’

Ｉ
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診}し（ＩＩＴ

弓１．，

１～７月であり、昭和４５～４５年はメダイまでが磯刺網にかかるなど平年に比べ低温であ

った。また大島で捕獲されたのもイセエピ刺網で、平年より低温の年であったとのことであ

る。八丈島では昭和４８年以降捕獲されていたい。

○ドチザメ科Ｔｒｉａｋｉｄａｅ

本科は２属４種が分布しているかホシザメ、シロザメ、ソウポウシロザメについては分類に

諸学説がある。ここでは一応松原１９５５の検索に従って作業をした。

⑫ホシザメｊＷｓｔｅＭｓ，ｍｚ７ＬａｚＯ ＢＬＥＥＫＥＲ

全海域に分布し伊豆、小笠原諸島海域で確認されている。大島昭和４５～５２年に底刺網

で採集されたものを見ると、全長で８は５８．２～９０．５ｃｍ、平均７，１ｃｍ、９は５５８～

ＱＺＯｃ伽、平均７５２c〃とほぼ同大であり８２０，９５４と早の方が多かった。冑内容はカ

ニ、シャコ、ヒトデ、タコ、エビ類、魚類等底生生物が主であった。

⑬シロザメＭ・ｇ７ｉｓｃｚＬｓＰＩＥＴＳＣＨＭＡＮＮ

大島、小笠j京で出現しているか個体数は少ない。昭和５２年８月９日小笠原で釣獲された

ものは全長９６５c腕、体重２，５００１の８であった。＄け.
~e9-ﾌﾟTｸ鈩宗riﾂﾂﾞﾃﾞErW;；;､)i｢…ＭＷ猟柵禰§…u~てTXMKA）

大島、小笠原で出現しているが個体数は少友い。大島で昭和４５年１１月１９日に水深

８０ｍ砂地で底刺網により採集されたものは、全長９２０ｃｍ、体重２，５００１の９１個体で

あった。小笠原では全長９８．５c加早、１１１６加早が記録されている。

閲ドチザメＴγiαルｉｓｓｃＺ/／ＪｉａＭＵＬＬＥＲｅｔＨＥＮＬＥ

大島、三宅島、八丈島、小笠原と広く確認されている。大島で昭和４９年８月２２日採集

の個体は全長１１ＲＯＣ腕、体重５６１Ｗで冑内容はショウジンガニであり、かたり浅所まで来

て捕喰すると考えられる。

○メジロザメ科Ｃａｒｃｈａｈｉｎｉｄａｅ

本科の分類は困難なものが多く、特にメジロザメ属は非常に難かしい。一応現在まで８属

１１種を確認した。またヒラガンラＳｃｏＪｊｏｄｏ７ｚ”ｑＪ６ｃｃ/t,伽が記録されているが、地方名

ヒラガンラがドタプカであった事等から疑問があり、今後検討す:ろ必要があるため今回は一応

収録したかった。地方名ヒラガシラはメジロザメ属全部を混称しているようである。

ＣＯネムリプカＺＷｑｅ"０．０〃０６Cs〃８（ＲＵＰＰＥＬＬ）

伊豆諸島には分布せず小笠原のみである。小笠原の浅いサンゴ礁の湾にし、７月頃２～５
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尾、または４０～６０尾と群をなす。日本では他にもトカラ列島、宝島、沖繩等も有名であ

るがトカラ列島、宝島に群がる本種は1.5～２ｍの８ばかりが集合するといわれている。小

笠原においては1.0～1.5ｍ程度が多く８９ともにみられる。昭和５２年８月５０日に測定

したものは全長１０２２ｃｍ、体重６，４００１８，９月２８日（西の島）のものは全長１５４．０

０鯛､体重，４，９繩，９であり胎仔を有していた。

⑰卜．タプカＣａγ‘んαγｂ伽拠ｓｏ６８ｃ〃γ〃ｓ（ＬＥＳＵＥＵＲ）

小笠原から伊豆諸島左で分布している。小笠原におけるものは小型個体のみであり、同種

であるか否か更に検討する必要がある。昭和５１年に小笠原で採集されたものは小型であり、

〆全長７５～１０５ｍ、平均８１．４cl7l、体重１．９８～６．２０k,、平均５．８５k９，８６，９９で

あった。伊豆諸島海域においては全長７０～２９５c加、体重は２２４～１５０k9であり、小

型と大型の２つのグループに区別され、今まで中間の大きさは採捕されていたい。詳しくは

被害を与えるサメ類のところで述べるｄ

⑬クロトガリザメＣ・ｆｑＪｃがoγｍｉｓ（ＶＡＬＥＮＣＩＥＮＮＥＳ）

八丈島周辺海域のメカジキ延繩で小型の個体が時々釣獲され、昭和５２年１０～１１月に

入手した５個体は全長７２６～１００，０１，１、体重４．２８～６．５０k,ですべて８であった。今

までに確認されたのは若魚ばかりであり大きいものは見ていない。現在までのところ漁業に

被害は与えていないようである。

⑬ヤジプカＣ・ｍｉＪｂｅγtｊ（ＶＡＬＥＮＣＩＥＮＮＥＳ）

小笠原からのみ報告があり他海域ではまだ発見されていたい。小笠原では二見湾内にまで

進入し、１ｍ程度が多いが時に２ｍを越すものも見られる。トツプカに比べれば第１背鰭が

やや高く注意すれば区別出来る。昭和５２年９月４日二見湾内のサメ延繩で４個体採集した。

それによると全長１．５７～1.55772、平均1.4477z、体重１Ｚ１～２６．０k９，９５，８１で

あり、胃内容はイカ等であった。
●●

ＣＯツマジロｃ・ｑＪＭ１２`Lγｇ７ｍｑ”ｓ（ＲｕＰＰＥＬ）

本種も小笠原のみの出現であり、他の伊豆諸島海域では記録がたい。

小笠原については座間・藤田１９７７が尾鰭と頭から報告しているが尾鰭で２２８”として

いる。

⑪ツマグロＣ・ｍｃＪｑ"oＰｔｅγuｓ（ＱＵＯＹｅｔＧＡＩＭＡＲＤ）

大島で昭和５０年５月１５日水深５０～４０ｍ砂地の漁場で底刺網により１個体採集され

ている。それによると全長１０５ｍ、体重６．９４k,と小型であった。

⑫ヨゴレハγ０Jα伽ｏｐｓＪｏ”航α"処ｓ（ＰＯＥＹ）
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黒瀬・八丈島周辺、ペヨネーズで採集されている。底魚漁業に被害を与えているサメであ

り、詳しくはその項で述べる。

Ｇ３ヨシキリザメル,ＩＣ〃ｔＬｃｃｇＪａ〃cα（ＬＩＮＮＡＥＵＳ）

よく知られているサメで、サメ類には珍らしくきれいな青色の背面をしている。海洋性の

表層のサメであるため大島、三宅島、八丈島、小笠原海域と広い分布をしている。春トビ流

刺網漁業に被害を与える種であり詳しくはその項で述べる。

CイエイラクプカＨｃｍｉｔ７ｄａルｉｓｊａｐｏ〃icq（ＭＵＬＬＥＲｅｔＨＥＮＬＥ）

大島、三宅島海域で各１個体採捕されている。大島海域（ウドネ島）では三枚網で昭和５２

年８月４日に１個体、同１１月２５日に御蔵島周辺で１個体釣獲されている。全長はそれぞ

れ１２１．５c腕、１０４．５ｃｍであった。

Ｇ３イタチザメＧｑ肋OCCγｄｏｃ"Dieγ（ＬＥＳＵＥＵＲ）

新島、小笠原海域で採集されている。小笠原で昭和５１年７月に採捕したものは全長５０４

０"であった。新島の沿岸では昭和５２年７月延繩で２０尾釣獲し、そのうち１２尾を測定し

た。８は全長２７５～５１４c"平均２９０ｃｍ、９は全長２５０～５１９師平均２７６c〃であ

った。本種はタイガーシャークと呼ばれ一般に悪食として有名であるが、胃内容としてはエ

イ、イカ、ウミガメ、マダイ、フグ、ウマズラハギ、ウチワザメ等があり、をた船から捨て

た鶏の骨、漁網等もあった。５日間にわたる捕獲の後は出没したとの情報がないので駆除出

来たものと考えられる。

ＣＯイパラザメｊＶｃｇｏｇｃＭｅ〃Ｓ６ｑ７./Ｍ７ｉ ＤＡＹ

大島海域（新島）で採集され、他からはまだない。昭和５２年７月２９日サメ延繩で１個

体採捕したものは全長１１５００腕であった。
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○ツノザメ科Ｓｑｕａｌｉｄａｅ

この仲間は種類も多く伊豆・小笠原海域の主要漁業である底魚一本釣漁業で混獲され、食用

に利用されているが、今まで組織だてて調査していないため確認した種はそれ程多くたいので

今後増加するものと思われる。現在まで５属６種を確認した。

⑪アプラツソザメ８９〃αＭｓａｃα〃t川ａｓＬＩＮＮＡＥＵＳ

小笠原海域で遠山１９５７が報告しているが、松原１９５５は銚子以北に分布するとして

おり冷水域のサメであり、その後報告がたいので今後検討を要する。

Ｇ８ツノザメ８．mjtS〃ん"γ伽ＪＯＲＤＡＮｅｔＦＯＷＬＥＲ

大島～小笠原海域まで分布している。底魚に混って釣れるが水深も１００～５００ｍと深

て

れ

－２１－



い。昭和４５～５１年の測定によると３が少なく８６，９５５であった。全長では８は５Ｚ５

～７０．０c〃平均６４５c〃、９では５，０～１０２．０c〃平均７ＺＯｃｍと早の方が大きかった。

体重では８９２４～５，１００１平均１，４８５１，９１，１４０～５，７４０１平均５，７２０１で

あり、体重も早の方が大であった。冑内容は魚類、エビ類、イカ類等で魚類が多かった。

６９ツマリツノザメＳ、６γc”γ0ｓｔγ伽ＴＡＮＡＫＡ

八丈島海域からのみ出現している。八丈島では底魚一本釣漁業で混獲されている。本種も

ツノザメ、ホシザメと|司様に昔から塩干し、クサヤ、湯通し等食用にしている。昭和５２年

７～１１月八丈分場で釣獲測定したものは全長５１４～８Ｚ６ｃｊ７ｚ平均７５．２ｃｍ、体重５５０

～４，４８０１平均２，７００１であり８１０，９１２で、大きいものでは早の方が多かった。

冑内容は魚類、イカ、サメ、エイ等の肉片であった。１１月末に釣獲したものは、８は乳状

の精液を出し、旱は４～６尾の胎仔をもっており、うち１個体の胎仔は卵黄を吸収し尽して

いた。また胎仔を有する個体も５～５個の直径５～４c加の大きな卵巣卵を持ち、これらから

受精から産仔室でには１年を要するものと推定された。

《０ゲンロクザメＣｅ〃tγoPﾉboγ皿ｓｔ６ｓｓｅＪＺａＭｓ ＧＡＲＭＡＮ

八丈島周辺で昭和５２年４月２７日に釣獲された８４，９５は、全長７６．４～９０．００〃平

均８４．１ｃｍ、体重２４２～４．６０k,平均５．２５k9であった。本種はスクワレンがとれる種類

であり、体重の１１～５０冊が肝臓であった。

仰フジクジラＥｔｍｏｐｔｅγmsJmcがeｒＪＯＲＤＡＮｅｔＳＮＹＤＥＲ

大島、八丈島、小笠原に出現している。生息域はツノザメ類より深いようで、底魚釣では

あまり混獲されない。八丈島周辺で昭和５２年１１月１８日に釣獲されたものは、全長44.6

～４Z6c〃平均４６.Ocjwz、体重５２５～４９０１平均５７９１であり、８２，９５であった。

そのうち２尾は胎仔５～７尾を持っていたが、卵黄を有するため産仔には蚕だしばら<かか

ると思われる。

Ｑ９カラスザメ〃．/γo"ｔｉｍｑｃ〃Jat0L8ＰＩＥＴＳＣＨＭＡＮＮ

八丈島、大島海域に出現している。前種を混同しカラスザメと呼ぶことがあるので注意を

要する。神津島近海の深海篭（水深５００～６００ｍ）で昭和４４～４５年に採集測定され

たものは、９４，８７であり、８は全長で５００～５７Ｌ８ｃｍ平均５５．２c〃、体重は９１～

１５２１平均１１０１であった。９は全長で５２０～４６．１ｃ腕平均５８．６ｃｍ、体重１２１～

５１８１平均１９８１と大きかった。また性別の記載してない資料で最小１４．６ｃｍ、体重

６６１とかなり小さい個体もあった。
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○カスザメ科Ｓｑｕａｔｉｎｉｄａｅ

この科では１種のみであるがコロザメも分布すると思われる。

㈱カスザメ８９〃αＺｍｑｊａＰｏＷｃｑ ＢＬＥＥＫＢＲ

大島からのみ報告があるが三宅島等にも分布すると思われる。大島で昭和４５～５０年底

刺網による採集測定によると、全長２１．８～７８．８ｃｍ平均６６．２cﾉﾘz、体重５５０～4，５００

１平均１，７１５１と小型が多く、８９，９１０であった。

○ノコギリザメ科Ｐｒｉｓｔｉｏｐｈｏｒｉｄａｅ

鋤ノコギリザメＰγistjop〃0γ〃ｓｊａｐｏ〃jc〃ｓＧＵＮＴＥＲ

大島、八丈島、小笠原から確認されているが、三宅島にも分布するものと考えられる。昭

和４５～５０年大島で底刺網により採集されたものは、全長１００５～１４Z5cjm平均

１５２８c〃、体重1.6～Z5k9平均５．９２k9であり、８４，９２８と旱が多く、大きさも早

の方が大であった。

ｓ,易ハ怖〆
○ﾀﾆｦﾜ三日F・ﾁｰﾌP科Ｄａｌａｔｉｉｄａｅ

㈱ダルマザメＩｓｉｓｔ伽８６γαｓｊＪｉｃ〃sｆｓ（？）

本種による傷跡と思われるものが小笠原で漁獲されるカマスサワラによくある。５～５ｃｊ７ｚ

程度の円椎形でくぼみ、傷口は新鮮である。まだ採捕されていないか本種と思われるので一

応述べた｡曇

2．被害を与えるサ〆類について

漁業に被害を与えているか否かは被害を受けた時捕獲しなければ確認できないが、被害を及ぼ

すと考えられるものまで含めると下記の５科１８種である。

シュモクザメ科………アカシュモクザ〆、シロシュモクザメ

ネズミザメ科………アオザメ、ネズミザメ

オナガザメ科………マオナガ、ニタリ、ハチワレ

ミズワニ科…………シロワニ、オオワニザメ

メジロザメ科………ドタプカ、クロトガリザメ、ヤジプカ、ツマグロ、ヨシキリザメ、エ

イラクプカ、イタチザメ、ヨゴレ、ツマジロ

メジロザメ科が一番多く９種類である。またネズミザメは昭和２８～５０年頃例年より低温で

あった年に多く出現しており、近年はあまり見られないようである。またオオワニザメも４５～

－２５－



４８年にかけて６１ｔも水場されたが、その後全く無い。

小笠原ではほとんどサメの被害は無い事から、上記１８種のうち被害を及ぼす可能性の強い

ものを推定すると、シロシュモクザメ、アオザメ、マオナガ、ニタリ、ハチワレ、クロトガリ

ザメ、エイラクプカ、イタチザメの８種と、実際に被害を与えるのが確認されているドタプカ、

ヨゴレ、ヨシキリザメを合わせて１１種となる。喰害が確認されている５種の中でも特にドタ

プカは一番個体数が多く、底層～表層まで遊泳し被害を与えるようである。

(1)卜゛タプカＣａγc肌γj""ｓｏ６ｓｃｚＬγzLs

伊豆諸島で－般にヒラガシラと呼ぶのは本種である。東海、西日本、沖繩でもヒラガシラ

と呼んでいるサメがあるが、メジロザメ属全部を称して言うようである。小笠原ではドタプ

カ、ヤジプカ等を混称している。また八丈島でもクロトガリザメとの区別はしたいようであ

る。

分布………西大西洋、西インド洋、東太平洋、日本近海等広く分布し、大陸棚の外の暖

かい海の表層に多く見られ、アフリカ、ナタールでは成魚は水深２００～４００ｍまで生

息し、若年魚は海水浴場までも接岸する。伊豆、小笠原諸島では全域で見られ最も多いが

小笠原のものは小型個体のみであり、同種か否か更に検討を必要とする。

大きさ………Ｂａｓｓｅｔａｌｌ９７５による

１０
と南西インド洋では最大形は全長で９５２４

c〃、８２５７ｃｍ、Ｓ・Ｓｐｒｉｎｇｅｒｌ９６０は

西大西洋で９５４０師、S565cliiを記録し
５

ている。本調査での測定では９２９５c〃、８

２７８c〃であった。図１を見ると小型と大型

のグループに分かれ、小型は７０．７～１０９０

８.Ｐ

'1
６０１００１４０１６０２２０２６０３００

ｃ〃、大型は１８０～－２９５０〃であり、大型の Ｃ〃

平均は２４２c〃であった。小型のグノレープは 図１ドタプカ全長組成

Ｂａｓｓｅｔａｌｌ９７５によると８０～９０

ｃｍで産出されるとしているので、産出後間もないものと思われる。

成熟………生物学的最少形はＢａｓｓによると旱で全長２８０ｃｍ、Ｓで２６０～５００c〃

となっており、Ｓ，Ｓｐｒｉｎｇｅｒは９で２８０c加、８で５００ｍ位としている。本調査での

測定では胎仔を有する９は釣獲されなかったが、８のクラスパー比率で見ると図２から

１９０～２５０ｃｍの間で成熟をするようであるが、個体数が少なくあまり正確ではない。

胎仔数はＢａｓｓによれば６～１４尾、平均，９尾、またその性比もほぼ１：１とし、アブ

－２４－
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リカ東海岸では４～６交尾器ｗ
月に産仔されるとして

０．２O

いる。
０．１５

性比……･･･性比は小
０．１０

認長
§い

ブリ

アカ、

型グループでは９４，
０．０５

８１、大型グループで

は９１１，８１６であ

､.タ

１００１４０１８０２２０２６０２８０ｍ
D、更に大型のクルー 全長

プを海域別に分けて見

図２クラスパー比率
ると、三宅島以北では

８１，９８であり、黒瀬、八丈島以南では８１８，９５であった。この理由は不明である

が、このように性比が異なるのは南北では合流が無いか、または少ないと考えて良いと思

われる。

食性………Ｂａｓｓ等によればアフリカ東海岸では底生生物が主であり、イワシ、サバ、

ニシン類、ヒメジ、ウシノシタ、カサゴ類等の魚類とイカ、タコ、腹足類、サメ類、甲殻

類等となっている。本調査での測定結果では底釣兼用であるため、釣針のついた底魚類、

特にアオダイ、チカメキントキ、ムツ等か主であるが、その他には不明魚、イカ、サバ、

タカペ、カツオ、ハリセンポン、ヒシダイ等が見られた。しかし口周辺及び上下顎にエイ

の尾鰊が刺っており、多いもので４～５本もあった。これらの事から主食物は底層生物で

あるが、表層まで浮上し捕食することもあると考えられる。

回遊………標識放流を秋から実施する予定であったが、’０月に時化が続き’１月に入

ってサメの出現が全く見られなくなったため実施出来たかった。性比の偏りから見ると大

島、三宅島周辺海域と黒瀬、八丈島、ペヨネーズ海域とは交流が無いか、または少ないと

考えられる。さた釣獲後は被害が減り、しばらくは駆除が有効である事等から考えると一

定期間は瀬等に付き、個体数もあまり多くないようである。

(2)ヨゴレＰｔγoZo川ｏｐｓＪ０〃，伽ｑｎｚＬｓ

太平洋、インド洋等広く熱帯の外洋に分布し、表層に凄む。八丈島ではヒレジロと呼ぶ。

伊豆諸島では八丈島周辺、ペヨネーズ海域でしか釣獲されていないか、小笠原海域にも生,息

すると思われる。底魚一本釣漁業ではトツプカと異なり漁獲魚を引上げる途中で喰害するよ

うであり、今蚕でに釣獲された尾数も少ない。

大きさは全長477zにも達するといわれ、ＫＡＴＯｅｔａｌｌ９６７は全長5.577z以上に左

フ
プ
あ

／
Ｒ
声
」

暖
生
か

つ
で
『

１
３００

Ｃ〃

師
の

・
フ

０
で
鼻
ウ
ハ
ア

－２５－



るとしている。本調査では測定数は８個体であるが全長１６９～２２４ｃｍ、平均１７５．６ｃ〃

と小さかった。性別の判明してい

るのは４個体で６２，９２であっ

た。，

成熟する大きさはＢａｓｓｅｔａｌ

ｌ９７５では９で１８５～１９８

c加、８では１７０～１８０ｃｍとし

ている。測定の個体数が少ないた

め判断し難いが全長１６９c腕の８

でクラスパーの感じでは未成魚の

黒瀬～ペヨネーズ

Ｓ５１～５２年

Ｎ＝８

万＝１７５．０ｍ

４

個
体
数

F:-1］
２

１２０１６０２００２４０全長(c加）

ようであった。
図５ヨゴレ全長組成

Ｂａｓｓｅｔａｌによれば６０～

６５c加で産出され、個体数は６～

８尾、平均７尾と少なく、食性もイカ、サバ類等魚類で、遊泳力の強い魚も喰うとの事であ

る。測定では底釣兼用であったためかアオダイとそれ以外の不明魚であった。

(8)ヨシキリザメＰγｉｏｎｑｃＢｇｌｑ２Ｌｃｑ

太平洋、大西洋の温熱帯に広く分布し、表、中層に棲むサメで６ｍにも達する。背はきれ

いな青で腹は白い。体は紡錘形で吻は尖っている。伊豆、小笠原諸島全域で確認され、春ト

ビ流刺網漁業に被害を与えているのは本種である。

大きさは全長６ｍにも達する大型のサメであるが、今回の調査で釣獲されたものは１５５
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～２６０c〃、平均２１１．６c〃であり、特

例として春トビ流刺網で昭和５２年２月

に全長５５．２c〃の極めて小型のものが１

個体捕獲されているが、体長５oc1izで春

～初夏にかけて産出されるとされていた

め、これはやや早目に産出されたもので

はをいかと思われる。

成熟する大きさは、９が６月に全長

１８１ｃｍで子宮内に卵をもっていたため

それ以下と考えられる。８もクラスパー

の感じでは２００ｃｍ以下のようである。

1０

個
体
数

除く

５

，ｌ

ｌｌｌ

1４０１８０２２０２６０Ｃ〃
，'’

図４ヨシキリザメ全長組成
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胎仔数はサメ類中最も多産といわれ、１０～６０尾、平均２４尾で体長５０師で産出されると

いわれている。昭和５２年６月２９日に捕獲されたものは、子宮内卵は片側で２５個、１１月の

ものは卵黄のついた胎仔は５５個体及び５９個体であった。大きさは全長で１９～２２c液、平均

２０．４c〃及び２５～２８ｃｍ、平均２６．７６腕であった。

胃内容は空胄のものが多く、１０個体中内容物があったのは２個体で、タコ、キントキダイ、

小魚等が見られた。

Ｃ〃

5．サメの血粉に対する反応

サメの血粉に対する反応及び音響等に対する反応を調べ、漁法改良の基礎資料にする予定であ

ったが、音響実験は適当な小型サメが捕獲出来なかったため中止した。血粉に対する反応実験は

小笠原においてネムリプカを使用して行なった。

方法………ブタ乾燥血粉及びアオウミガメの生血を海水に散布し反応を観察した。

第１次調査年月日昭和５２年８月２９日
一一＝￣

調査時間１４時１０分～１５時０５分

天候雨時々くもり

場所小笠原父島南島袋港

水温（表面）２７１８℃

透明度約777Ｚ白く濁る

魚種ネムリプカｗｉｑｃ７ｚｏｄｗｏＯ比ｓ〃ｓ

血粉量１回に１ｋ,ビニール袋に入れたもの

（観察結果）

第１回港内水深４ｍの所に１２～1.677z程度のサメ２尾と５尾の群か遊泳していたので、そ

の前方水深１．５ｍの所で血粉を散布したところ、血粉の溶けたところを避けて通過し

後の５尾の群も濃いところを避け薄いところを通過し、血粉の溶けたところには集ま

らなかった。

第２回水深２．５ｍの所に５尾のサメが遊泳していたのでその前方に血粉を散布したが、血粉

の溶けた水塊のなかを口を大きく開けてゆっくり通過し、更に他の２尾も通過したが

氷塊に対し反応は見られなかった。

第５回水深５ｍのサンゴ礁の下に頭部を奥にして静止している約１．２ｍのサメにサンゴの

切れ目から血粉を頭部に散布したが反応はなく、次に尾部より血粉を散布し海水をあ

）

であ

きれ

春ト

５５

除く

おったところ、サメは驚いて飛び出した。
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第４回水深5.5ｍのサンゴ礁の間に約1.5ｍのサメ１尾が静止し、更にもう１尾がいたので

血粉を散布した。血粉による濁りが消えてからサンゴ礁の間を見るとサメの姿はなく、

更に奥に入ってしまった様子であった。

第５回水深４ｍの砂地の上に静止していたが、近寄ったところ動き出したので、これに水深２

ｍより血粉を散布したが反応は認められなかった。

第２次調査年月日昭和５２年８月５０日

調査時間１４時００分～１６時５０分

天候快晴

場所小笠原父島南島袋港及び父島ブタ海岸

水温（表面）２８．５℃

透明度約１０ｍ白く濁る

魚種ネムリプカ

血粉アオウミガメの生血を５００ＣＣポリ容器に詰める。

（観察結果）

第１回南島袋港にて1.2～1.5ｍのサメ５尾を発見し、その頭上にカメ生血を散布したが避け

て通った。

第２回南島袋港内のサンゴ礁の間にサメ２尾が静止していた。その鼻先にカメ生血を散布した

ところ、僅かに動いたのみであった。

第５回父島ブタ海岸にて約1.5ｍのサメ２尾を発見し、遊泳していたので－カ所にカメ生血１５

必を散布したが反応は認められたかった。

以上のようにブタ血粉、アオウミガメ生血のどちらにも反応は認められなかったが、南島袋港内

でサメを銘で突いたところ、他のネムリプカが一斉に反応し追いかけたとの事である。

|’
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｜’ Ｖ漁法試験

釣獲尾数の少をいサメの場合、漁具漁法を実際の漁場で試験し効果を判定するのは偶然性もあり、

さた比較を求める確認がむずかしいため想像以上に困難である。漁具としてサメ－本釣用に八丈分場

で作成したものは図－７、表－４のとおりである。さた血粉による漁場でのサメの反応も水深が深く

（１５０～２００ｍ）確認が困難をため、予備試験として２０k,袋を篭に入れ海底近く堂でおろし散

布して効果の有無を試みた。音響による釣獲への影響については行動反応と合せて東海区水研武富、

三次両技官の協力を得て実験する予定であったが、活きたサメの入手に失敗し出来なかった。
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1．捕獲調査

使用船舶大島分場「みやこ」１２７ｔ

大島分場「やしお」２８ｔ

八丈分場「拓南」１９ｔ

調査海域図５，６のとおり

使用漁具

図７，表－４にしめした一本釣漁具を作成し、底釣漁場での調査には本漁具のみを使用したが

別段支障もなく良好であった。また、サメ延繩漁具は一般のマグロ延繩の幹繩、枝繩をそれぞれ

半分の長さにし、狭い漁場で効率的に漁獲できるよう改良して試用した。（図８）

結果及びまとめ

本年度の試験採集結果は表－５，６，７のとおりであるが、一本釣漁法において釣獲したのは

トリプカ（１０）、エイラフプカ（１）、その他であり、ヨシキリザメは釣獲されなかった。ま

た延繩においてはヨシキリザメ（７）、イタチザメ（２０）、イバラザメ（１）、ネコザメ（１）

クロトガリザメ（１）であった。

浮刺網漁具では春トビ漁場に設置したサメ刺網で、トリプカ（２）を漁獲した。

大島で試験した三枚網ではウドネ島で実施し、カスザメ（１）、ネコザメ（１）、エイラクプ

カ（１）、オオセ（２）であり、底生性のサメが捕獲された。

底魚に被害のある場合には底釣と並行して実施し、春トビ流刺網については、延繩より網で駆

除を実施した方力渤率が良いようである。このサメ二枚刺網（サメ網）は春トビ網と鮭鱒網を合せて２

枚とし、春トビ用の網目に刺ったトビを喰いに来たジメが鮭鱒用網に絡むようにした。（図，）

仕様材料表－４
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表－５サメ一本釣試験結果

水深｜篭ｼﾞ基雫｜傭 考

Ｉ
ｱｵﾀﾞｲ’２５０℃'150~45Flなし 底釣漁業に被害

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ムロ棒受網して被害

底釣漁業に被害

ムロ棒受網に被害

〃 〃Ｉ〃

檸鋳L人lＷ
〃 １２６．８１〃１７５ミし

LTJJ アオダイ、ヒメダイ等

アオダイ、クポアジ等

アオダイ、ヒメダハムツ等

カンパチ、ヒラマサ

アオダイ

アオダイ、ヒメダイ、ヒラ
マサ

アオダイ、メダイ、ヒメダ
イ

ヒメダイ

アオダイ、ヒメダイ等

－５５－



表－６サメ延縄試験結果

捕獲サメ類
（尾数）

使用船舶

拓南．

"

〃

〃

〃

〃

〃

やし」５，

〃

〃

〃

〃

Z卜やこ

調査年月日 漁場 餌料 水温 水深 備考

春トビ流刺網漁に被害

〃

底釣に被害

〃

〃

〃

JJJTTl ６鉢

マダラエイ（２）７鉢

（８）７鉢〃

６鉢

マダラエイ(2)１０鉢

〃 （１）６鉢

表－７サメ二枚網試験結果

更用船liE

ｍ刺網に被菩
１９DＴＩ

侵１２８
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2．血粉の釣獲に及ぼす影響

血粉等に対する反応は前に述べたとおりであるが、海上における試験は効果判定は難しいため

正確な資料は期待せず、－応何らかの手がかりが得られれば良いと考え実施した。方法としては

漁場で血粉を散布し、その後に釣獲を試みた。

昭和５２年７月１２日（やしお）新島周辺漁場で血粉を散布後一本釣を実施したが釣獲はなか

った。また昭和５２年７月２６日にも「拓南」を使用して、ベヨネーズ海域で投錨後、血粉（ブ

タ乾燥血粉）約１００k,（夕方水深２０～４０ｍ）を散布し１本釣を実施したが釣獲はなかった。

同海域では血粉を使用せずに昼間卜゛タプカ４尾、ヨゴレ１尾を釣獲しており、また翌日には２尾

のドタプカを釣獲しているので、この海域にサメのいたことは確実である。

これらの結果から、今回使用した血粉により釣獲効率をあげることは不可能であり、他に方法

を考えるべきであると判断した。

Ⅵ駆除効果調査

一定漁場において、サメによる被害が出てきた時は試験船がその周辺のサメを捕獲駆除し、その

後の被害の有無を操業船から聞き、被害が無い場合効果があると判断した。これには駆除以外のこ

とも十分考えられるがそれは省いた。

1．春トビ流刺網漁業

本漁業にも被害は多く、昭和５２年度は延繩で２回、サメ網で５回実施し、合計ドタブカ２尾

を捕獲した。八丈島小岩戸沖の場合は延繩で４月２，５日の２回実施したが駆除できず、そのた

め鮭鱒網に春トビ網地を添えて２枚網に仕立てた網で、ハマトピウオを餌としてくくりつけ試み

たところ、１２日にドタプカ１尾を捕獲した。その後しばらくは被害がたかったか、再び被害が

出たとの情報が入ったので、２５日にも実施したが捕獲出来たかった。

青ヶ島周辺でも被害かあり、４月２１～２２日に同じくサメ網で実施したところ、ドタプカ１

尾を捕獲し、その後被害はなくなり駆除効果かみられた。

2．底魚一本釣魚業

黒瀬漁場………アオダイ漁が盛漁期にたる６月初旬にサメの被害か出始めた。そのため「拓南」

によりサメ延繩で５回操業しヨシキリザメ７尾を漁獲したが、ドタプカは漁獲されなかった。

をたサメ１本釣りを廷９回実施したか、ドタプカ４尾の釣獲に留在った。黒瀬は漁場も広く、

従前と比較して昭和５２年度はサメ被害も少なく、効果ははっきりしなかった。

－５５－



漁場面積が広いため本格的な効果判定は数隻の船で一斉に駆除を実施しなければ困難である。

八丈島周辺漁疑…･…･昭和５２年度はサメの被害が従来より少なく、９月になってから被害の

報告をうけたので、サメ－本釣漁法で延６回駆除を試みたが釣獲出来をかつだ。そのうち被害

がなくなったため、サメは移動したものと考えられる。

ペヨネーズ海域漁場．．……･昭和５２年７月に被害が著しく操業不可能にたったとの情報が入っ

たので、同月２５～２８日「拓南」により駆除を試みた。２６日早朝よりアオダイ漁と並行し

てサメ－本釣漁具を投入していたところ、アオダイが釣れ始めて約２時間後（午前７時頃）底

釣漁具の枝糸が切られ始め、魚について浮上したヨゴレ１尾、アオダイの生息場所と同水深

（１００～１２０ｍ）でドタプカ２尾を釣獲した。その後しばらくは被害がたく操業出来た。

午後１：００項には再び被害が出始めたので、同一漁法でドタプカ１尾を釣獲した。その後は

被害も出ずアオダイ漁も順調に操業できた。同日夜間仮泊中に「拓南」の近くに来たﾄﾞタプカ

１尾（小型）を釣獲した。２７日は午前中ペヨネーズ北側漁場を調査したが、底釣漁も悪く被

害もなかった。午後から西及び南側の漁場を調査したところ、底釣漁も多少あり、それに伴っ

てサメによる被害も出始めたため、サメ一本釣漁具を使用しドタプカ１尾を釣獲した。その後

ペヨネーズ裂岩の周辺全域を調査したが、潮の変りとともに漁が悪くなり被害も左〈たった。

２６，２７日の２日間の操業でヨゴレハドタプ力５，合計６尾のサメを釣獲した。

その後地元底釣船一隻が２～５浬離れた漁場で被害を受け、「拓南」と同じ漁具でサメを１

尾釣獲したところ、以後数日間は同海域における被害はなく好漁したとの報告があった。８月

中旬以後は地元出漁船がなかったためその後の効果は不明である。

５．ムロ棒受網漁業

９月中旬に八丈小島西沖で被害があったので９月２４日、１０月１７日の２日間サメ一本釣

を試みたが、釣獲するには至らなかった。

以上１，２，５の結果から、伊豆諸島においてはドタプカが被害を与える中心であることが判

った。また被害を及ぼすサメの個体数は予想より少ないようであり、被害があっても一度駆除す

ればしばらくは再び漁場として使用出来るとの確信を得た。

Ⅶ要約

１．サメによる被害は日本各地の沿岸に殆んど出ている。

２．伊豆、小笠原諸島に生息するサメは１７科４５種が認められ、そのうち被害を与える可能性が

ある§の５科１８種、明らかなものは１科５種でドタプカ、ヨゴレ、ヨシキリザメであった。
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零

ろ．被害を与えるサメは主にドタプカであり、大島、三宅島周辺海域と黒瀬以南ベヨネーズ海域の

ものは、性比の偏りから見て交流が無いかあって､極く僅かと考えられる。

４トリプカ８の生物学的最小形は全長１９０～２５０cj’zの間にあり、今左での最大形は全長２９５

ｃ〃であった。

５ネムリプカの血粉に対する反応は負もしくは無いと考えられる。

6．最も被害の大きい底魚一本釣漁業においては、サメの釣獲駆除を適宜行なえば操業が続けられ

る。

スサメを釣獲駆除するとしばらくは被害がなくなる事から、個体数はそれ程多くないようである。

８サメを漁獲する漁具としてサメ－本釣、サメ延繩及びサメ二枚刺網の各漁具を使用したところ

底魚一本釣漁業に被害を与えるトリプカに対してはサメ－本釣漁具、春トビ流刺網漁業に被害を

及ぼすサメにはサメ二枚刺網が良いようであり、延繩はあまり有効ではないようである。
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４．ＫａｚｕｈｉｒｏＮａｋａｙａ：１９７５Ｔａｘｏｎｏｍｙ，Ｃｏｍｐａｒａｔｉｖｅａｎａｔｏｍｙａｎｄ

ｐｈｙｌｏｇｅｎｙｏｆＪａｐａｎｅｓｅＣａｔｓｈａｒｋｓ，ＳｃｇＪｊ０γ伽Ｍｑｅ．Ｍｅｍｏｉｒｓ

ｏｆＦａｃｕｌｔｙｏｆＦｉｓｈｒｉｅｓＨｏｋｋａｉｄｏＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙ，Ｖｏｌ、２５，

妬１，ＰＰ９４

５．谷内透昭和５１年鮫（ｔｈｅＳｈａｒｋｓ）ＰＰ１１９ダイビングワールド社

６．ＴｏｒｕＴａｎｉｕｃｈｉ：１９７１ＲｅｐｒｏｄａｃｔｉｏｎｏｆｔｈｅＳａｎｄｂａｒＳｈａｒｋ，

CCUγｃ〃α７Ｍ〃ｚＬｓｍｉＪ６ｃγｔｊ，ｉｎｔｈｅＥａｓｔＣｈｉｎａＳｅａ，Ｊｐｎ．Ｊ・

ＩｃｈｔｈｙｏｌＶｏＬ１８（２），Ｐ９４～９８

ＺＴｏｋｉｈａｒｕＡｂｅ：１９７５ＮｏｔｅｓｏｎｔｈｅＣｃｎＺ７ｏｐﾉb,０γＤｓａ７ｍａｔｕｓｑγｍａｔｕｓ

（ＧＩＬＣＨＲＩＳＴ）（Ｓ９“ＺＭａｅ，Chondrichthges）ｆｒｏｍＯｋｉｎａｗａ

Ｂｕｌｌ，ＴｏｋａｉＲｅｇ．Ｆｉｓｈ・Ｒｅｓ・Ｈａｂ.，妬７４，Ａｕｇ・Ｐ、５７～４４

８．ＴｏｋｉｈａｒｕＡｂｅｅｔａｌ：１９６８ＮｏｔｅｓｏｎｓｏｍｅＭｅｍｂｅｒｓｏｆＯｓｔｅｏｄｏｎｔｉ

（ｃｌａｓｓＣｈｏｎｄｒｉｃｈｔｈｙｅｓ）ＬＢｕｌｌ・ＴｏｋａｉＲｅｇ・Ｒｅｓ.，妬５６，

Ｎｏｒ、Ｐ１～６

,〃 １９６９ＮｏｔｅｓｏｎＳｏｍｅＭｅｍｂｅｒｓｏｆＯｓｔｅｏｄｏｎｔｉ〃

－５７－



（classChondrichthyes）ⅡＢｕｌＬＴｏｋａｉＲｅｇ、Ｒｅｓ.，妬５６，

ＮｏＶ.，Ｐ１～４

１０神奈川水試昭和５２年「江の島丸」サメ釣獲結果（私信）

１１.小笠原水産センター昭和５２年８月「小笠原の水産」妬５７

１２.座間彰・藤田清１９７７小笠原諸島産魚類目録東水大研報６５（２）

Ｐ８７～１５８

１５.岩井保１９７６魚の国の驚異朝日新聞社

１４Ａ．』・Ｂａｓｓｅｔａｌｌ９７５ＳｈａｒｋｓｏｆｔｈｅＥａｓｔＣｏａｓｔｏｆＳｏｕｔｈｅｒｎＡｆｒｉｃａ

Ｉ，ｔｈｅＧｅｎｕｓＣａｒｃｈａｒｈｉｎｕｓ（Carcharhinidae）Ｓｏｕｔｈ

・ＡｆｒｉｃａｎＡｓｓｏｃｉ・Ｍａｒｉｎｅ，ＢｉｏＬＲｅｓ.，Ｏｃｅａｎｏ，Ｒｅｓｅ、１，ｓ・

妬５５，Ｅ１～１６８

１５.葛西重雄昭和４５年八丈島動植物総目録東京都教育庁八丈出張所

Ｐ、８２～８５

１６．ＫＡＴＯｅｔａｌ：１９６７ＦｉｅｌｄＧｕｉｄｅｔｏＥａｓｔｅｒｎＰａｃｉｆｉｃａｎｄＨａｗａｉｉａｎ

Ｓｈａｒｋｓ、Ｆｉｓｈ、ＷｉｌｄｌｉｆｅＳｅｒ・Ｂｕｒｅａｕ.，ＣｏｍＣｉｖ、２７１，

ＰＰ４７，Ｗａｓｈ．、､０

１ス東京都水産試験場昭和５７年三宅島水産開発事業報告（Ⅱ）東水試通刊１５０

１８．〃昭和４４年大型魚礁設置事業、設置指導ならびに効果調査

（昭和４２．４５年度）東水試通干１１１９９

１２〃昭和４６年〃〃

（昭和４４．４５年度）〃２１９

２０．〃昭和４８年〃〃

（昭和４６年度）〃２５７

２１．〃昭和４６年小笠原諸島水産開発調査報告Ⅱ東水試通刊２１６

２２〃昭和５０年小笠原諸島海域漁業調査報告（昭和４８年度）

東水試通刊２５５

２３．”昭和５１年〃（昭和４９年度）

東水試通刊２６５

２４．〃昭和５１年サメ被害実態調査資料

－５８－



;『

Ⅸ資料（サメ魚体測定表）

*

－５９－



幸や

付表－１ サメ測定表ドタプカ（C、０６…γ〃Ｓ）

」

『
』

Ｌ」

］

］

）

（）は推定：ＦＬｘ１,２１７

－４１－

蕊・・鍵

￣

妬

１

２

５

４

５

６

７

８

９

1０

１１

１２

１５

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

2１

2２

２５

２４

２５

２６

２７

２８

２９

５０

5１

5２

５５

５４

５５

５６

５７

５８

５９

４０

４１

4２
￣

胃内容他

魚

空

魚

イカ

サパ、アオダイ（小）
水温（２８℃）
ムロ

空

アオダイ（５）、ムロ（１）

ｱｵﾀﾞｲ(4)､タカペ(４）

空非常にヤセていた

空

カツオ（１）、ハリセンポ
ン（１）、クサヤモロ（１）
ヒシダイ（１）、エソ（１

アオダイ（５）

アオダイ（41ラカメキントキ
（１）、その他

アオダイ（５）

アオダイ（５）

ムツ（４）１４５k,

空

〃

〃

〃

〃

８２０９１５

漁場 年月曰 捕獲方法 全長 叉長 体長 体重 性別

恩馳群礁

〃

〃

〃

三宅島(大野原島）

〃

〃

〃

三宅島周辺海域

〃

"（大野原島）

〃〃

〃〃

〃〃

〃〃

〃

〃

大島周辺海域

利島〃

新島〃

黒瀬〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

拓南山

八丈島周辺

ペヨネーズ

〃

〃

〃

〃

４２８．２０～２１

〃

〃

〃

５０．８．２０

〃

〃

〃

５１．８．１９～２２

５１．８．５０～’２

５１．Ｑ２０～９２６

〃

〃

５１．１０．５０～１１．５

〃

５１．１０．２８

５１．，２

５１．４．２～３

５０５．９

５２．７L１１～１２

５１ 6．２１－

〃

〃

〃

５１．Ｚ８～９

５１．ス９～１０

〃

５１．ス１５～１６

〃

〃

５１．８．１９

－５２．Ｚ８

〃

-5-2二7１９
Ｐ

、

５２．２－１４‐

-5戸2二３２０
－－－－－

５１．２１６

５２．Ｚ２６

〃

〃

５２．７L２７

〃

三枚網

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

－本釣

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

延繩(固定）

エピ網

サメ延繩

－本釣

、

､◆

､

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃〆

〃

〃

〃

〃

〃

～

”
０
、
０
０
８
７
０
９

Ｊ

●
●
。
●

２
８
２
４
２
０
４
ｔ
０
２
０
０
０
５
５
０
２
５
５
３
１
９
６
２
４
６
５
１
２
７
５
９
１
４
８
９
４
２
５
４
８
５

９
９
０
９
７
７
７
７
０
９
５
０
４
６
７
９
９
９
６
５
７
５
５
５
５
１
４
８
５
４
８
８
５
１
７
５
２
５
１
５
６
９

２
２
２
２
２
２
２
２

１

「
し
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
２
２
１
１
２

）
』

ｕ
２
２
２
２
２
２
２

師
５
５
５
５
２
６
４
５
２
６
５

６
５
６
７
，
４

７
０
７
０
６

’
８
２
９
０
０
０
７
０
５
１
０

５
９
７
２
０

８
８
９
２
７

１
２
１
２
２
２
１
２
１
２
２

１
１
１
２
２

１
１
１
２

腕０
４

７
８

１
５
０
９
６

８
５
８
９
８

９
６

４
７
６
Ｏ
ｌ
８

７
６
７
９
６

１２
１
１

１
１
１
２
１

１
１
１
１

９ｋ
４
８
４
８
０
５
２
０
０
０
０
０
０
７
５
０

０
７

７
４
４
５
５
５

０
５
０
５
２

２
２
６
０
４

２
６
２
６
５

●
Ｂ
●
●

２
８
４
８
８
１
５
０
０
０
５
０
０
２
５
５
一
５
２
’

６
●
●
●
●
＄
。
■
勺

２
２
４
２
４
４
４
４
７
５
９
８
１
１
１
１

１
６

５
７
７
２
９

８
３
９
４

１
１

１

○
十
。
〒
○
十
。
〒
｜
’
｜
’
｜
’
。
〒
〃
〃
〃
〃
〃
’
。
〒
へ
○
○
十
へ
。
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
。
〒
へ
。
。
〒
（
。
○
丁
へ
○

平均 ２０８．８



付表 ２ サ 測〆 定表

－－－１－ｌＩｒ－Ｉ－１ｌＩ０Ｉｒ－ｒＩｌＩ－Ｉ－Ｉｌ－－Ｉ－Ｉｌ１１ＩｌｌＩ，１－－０１‐１０－’０‐１－Ｉ－ＩｊＩＩｌ－１ｌ１ｌｌ－Ｉ－ｌＩＩｆ－ｌ－－ＩＩ１ｊ－ｌＩＩ１ｌＩＩＩＩＩ－－

Ｃ
ブ
ノ
ロ
〕
、
ア
可
山

【】

４２

Ｊ

ｄ

－

ｒ

ｄ

Ｚ
■

４

宮
､己

６

７

８

，

1０

１１

１２

１５

１４

１５

１６
－

￣

－－－－＝

胃内容他
－－－－－－－－－－－－－------￣－－－

￣

ｶクチベシ（１ケ）

－－_｣■■■

明魚（１）

（１）、胎仔５尾
三

￣

￣‐

.、小魚

'トキダイ（１）､小魚

－－

－－－－－－－Ｌ二-二Ｊ=二二二昊一Ｌ－Ｌ｣_§１－２－－

種名 場所 捕獲方法 年月日 全長 体長 体重 性別

ﾄﾞタブカ

C・ｏ６ｓｃ秘γ秘ｓ(?）

小笠原父島

（二見湾）

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

小笠原父島

(宮の浜）

〃

紙枚
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
”
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

一一一

４
６

１－２
－

－
１
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
Ｚ
Ｊ

〃
貝
）
Ｑ
Ｕ

６
１

１
１

６
６
６

５
１

１
１

〃
〃

＠

９
５
８
５
２
７
９
９
９
６
６
５
’
９
５
５
９
５

８
８
７
０
０
８
８
７
８
８
８
８

８
７
８
７

１
１

０１

ｋ

１
１
１
ｔ
ｆ
Ｅ
０
０
０
０
４
８
５
５

６
３
６
２
９
７
６
８
６
６
５
９
９
５
９
４
０

●
●

３
４
ａ
６
５
ａ
ａ
２
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
４
北
５
５ ●
●

へ
。
〃
。
〒
〃
へ
。
〃
○
十
〃
へ
。
ｏ
Ｔ
へ
（
』
〃
『
ノ
ｒ
一
Ｊ
』
‐

ヤジプカ

C・ｍｊ６ｅγｔ‘

小笠原父島

（二見湾）

〃

〃

サメ延繩

〃

〃

〃

５２．２４

〃

〃

〃

１５５．１

１４１５

１５Z０

１５ス４

１１５．９

１１１．５

１００５

１００．９

０
０
１
５

●

６
Ⅶ
Ｚ
Ｚ

２
２
１
１

、
）
下
〃
〃
へ
（
Ｕ

ネムリプカ

ＺＩＯ６ｅ８〃８

小笠原父島

西の島

手錠

手釣

５２．８．５０

５２．２２８

１０２２

１５４．０

８５．２ 6.4

１４．９

８

９
マオナガ

Ａ、ｗＬＪｐｉ冗泌８

西の島 手釣 ５２．２２８ １８５ ２４ ?

ハチワレ

Ａ､８皿ｐｅγci〃０８処３

八丈島周辺

〃

延繩

〃

４日１１．２６

〃

２２０

１７５

８
６

ヨンキリザメ

Ｐ・ｇＪｑ皿Cａ

八丈島周辺

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

黒瀬

〃

〃

〃

〃

〃

〃

小笠原

サメ延繩

〃

〃

〃

〃

〃

〃

春トビ網

サメ延繩

〃

〃

〃

〃

〃

〃

手釣

０
６

６
４
９
８

２
２

４
４

。
〃
〃
。
〃
〃

イ
ー
〔
二
、
廷
イ
ー

Ｚ
２
６
ｉ
〃
〃
２

１
１

。
〃
〃
。

１
１

１
０

１

９
１

２
●

●
●

１

０
１
２
２

０

巳

４
４

５
５
５
戸
っ

’
２

２
巴
．
ｎ
Ｈ
Ｐ

●
、

Ｉ
１
１
Ｉ
炉
竺

２
２
ａ
０
４
２
６
５
１
１
８
０
８
４
１
４

６
８
５
０
１
６
６
５
８
４
５
６
５
１
５
８

１
１
１
２
２
１
２

１
２
２
２
２
２
２
１

０５
１
０
６
６
５
８
６
８

２
４
９
８
０
９
６
９
５

１
１
１
２
１
１
Ｉ

ｒ
ｆ
ｒ
苫
Ｆ
１
』
〔
／
｛
（
ｘ
〕
（
ノ
ー
石
口
Ｉ
（
Ⅱ
〕
〃
（
）

Ｐ

ｔ
４
０
Ｚ
８
Ｒ
ａ
Ｚ
８

２
７
５
７
４
５
５
５

。
〒
〃
〃
へ
○
〃
０
下
へ
○
一
。
〒
へ
○
。
〒
〃
〈
○
〃
７
ｒ



一一一一ロャロロ⑫，ＬＰ服，蝶③．，．↑‐９－－１１’ＰＩ－‐！‐‐‐‐－‐Ｉ

仲
伍
Ⅲ

ｓ
壕
軽

亘
〒
毎
杙
ト

騨
睡

□
四
一

□
ぬ
一

|￣

□
．
□
一

の
、
ゴ
ー

『
・
の
一

□
．
□
一

1１

□
．
□
←

□
・
の
←

□
．
『
一

Ｃ
・
の

~’Ⅲ￣

一
室
一
繊
彗

O卜<００卜〈０ Oトー〈○Ｏトミ＝〈ＣＯトミ=＜○○卜

｜
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L-l
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I-l

②
．
、
、

□
．
□
す

服
唄
逗

の
．
の
○
Ｎ

囚
ド
ト

唇
ロ岻
遣

ロ
ロ
ー

の
四
一

ｃ
ｍ
←

、
の
一

□
ぬ
凶

、
Ｃ
←

『
囚
囚

ｍ
ｄ
Ｎ

ｏ
ｏ
←

ｏ
の
←

の
○
回

一
ト
囚

α
一
因

｜
ロ
ロ

一
○
一

幻
が
国
。

罠
ご

岨
凰

一
．
ｍ
の

の
一
一

②
『
一

回
の
←

一
の
←

。
『
囚

Ｄ
Ｃ
囚

『
の
囚

一
口
囚

マ
ー
ロ

Ｃ
『
囚

囚
一
回

α
ひ
囚

←
す
囚

一
一
国

－
，
口

幻
・
の
ト
ー

Ｃ
・
←
の
。

の
．
『
○
一

ｍ
．
一
回
←

Ｅ
④岨
矧

ロ
ゴ
ー

ロ
『
一

、
の
一

□
の
←

『
囚
。

、
ト
ー

。
Ｃ
一

℃
。
←

□
、
囚

の
□
、

『
①
、

Ｃ
の
印

す
一
ｍ

ト
ト
囚

Ｃ
『
囚

『
α
囚

の
の
四

一
の
囚

の
ト
ｄ

ｏ
一
ｍ

囚
□
、

ＬＯ

￣

←

蛭

ヨ
任
堤

四噸

銅ミミミミミミミミミ篝ミミ

ーら蕪

躍
＝ミミミミ=＝＝廷＝＝ミミ

MＪ

Ｋ 岨 ､１月噸

Ｋ・Ｉハ

エ、
仁、′〃

医
蝉

錘
汁

軒
汁=＝ミミ＝ ［
ｕ
／
、

メ
ー
甲

雌 蕪

ミミミミミミミ

露
画 巽類

鋒｡ｒｌ
Ｉ１ｌ〈

露
型

出
枳

、
囚
．
の畳

一
因
ド

○
一
び

ト
。
、
。
Ｎ
の

Ｃ
囚
Ｋ

、
←
．
『

囚
豈
の

ミ

ト
ド

、
Ｋ
・
Ｎ
ｍ

Ｋ
．
←
の

山
国
。
一
一
。
ｄ
ｍ

ｍ
。
②
．
。
の

ｏ
ｄ
Ｋ
・
囚
の

－

－

＝ミミミミミー＝Ｉ～：=

□
匝
叶

￣
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己
昌
屋
Ｃ
ａ
己
へ
．
国
Ｒ
航
へ
、
や
Ｈ

－
Ｉ
Ｉ
‐
Ｉ
－
Ｉ
－
－
－
－
－
ｌ
－
１
Ｉ
－
－
－
ｌ
－
－
Ｉ
－

ｓ
Ｅ
：
：
」
：
Ｅ
，
豈
穴
半
い
く
や

叩

助
富
農
己
筐
昌
○
○
一
．
＆

●

、
今
拾
Ⅱ
、

、
ｌ
慨
左
、

ト
③
←
ミ
ミ
。
①

●云
半
卜
砧
や

蝉

４５



付表－４ ネコザメ測定結果

年月日

４５．，１２

５０．２．１

５０．５．１５

妬１場所 方法｜全長c〃|体重，｜性別

田目一定二

内容

大島周辺｜底刺網

１
２
５
４
５
６
７
８
９
０
１
２
５
４
５
６
７
８
９
０
１
２
５

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２

２
０
４
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
５
０
５
０
６
７
１
５

■
●

●
●
●

●
●

０
５
９
６
４
５
Ｚ
０
１
０
２
６
ａ
６
５
Ｚ
Ｚ
ｔ
２
８
Ｚ
Ｚ
ａ

●
●

０
７
６
２
７
７
６
７
５
７
６
６
５
５
５
４
６
６
６
４
７
７
９

１

４，６００

５，４４０

２，８４０

１２０

５，１４０

２，６００

２，２４０

２，６２０

１，１００

２，５００

２，６４０

２，２７０

１，９００

１，２８０

２，０００

１,０５０

５，５１０

２，５８０

２，４６０

１,１５０

５，５８０

５，７２０

７１５６０

５０．４．１２

５１．２．２６

５２．８．５

平均１６５６ 2，６２２６

ヤモリザメ

ｌｌＥ ニニ■＝

ODIlR

－４４－



ナ ザ力ヌ 〆

|■■■■■

容年月日 場所｜方法｜全長c〃｜体重’１性別ﾉﾘ6１ 胃

ＴＩ■
５０．２．１

１
２
５
４
５
６
７
８
９
０
１
２
５
４
５
６
７
８
９
０
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
６
８
６
４
２
４
８
４
４
８
６
５
２
６
８

２
８
５
０
０
９
５
６
８
２
２
５
５
９
５
６
５
６
８
７

７
７
９
７
７
７
０
９
，

日
４
５
６
５
５
８
６
５
５
Ｚ
２
５
６
２
ス
。
。
Ⅱ
１

７
９
９
？

５０．５．４

５０．４．１２

５１．４．１

４４．８．７

８
８

４２１ ８

平均 ９２．９ 5，４９５．５

卜 ザ
_

フ 〆

lＴ
５０．２．１

８
４
８
０
０
４
７
０
４

●
巳
●

Ｚ
０
２
２
０
１
２
９
５

５
４
５
４
４
４
５
５
５

０
０
０
０
０
０
０
０
０

８
５
１
９
８
０
８
２
５

５
２
５
２
２
５
２
５
５

５０．４．１２

｣■

５０．５．５１

５１ 2．２６

４５



付:表－５ ナガサキトラザメ可

年月日

４５．２１７

場所 方法ﾉﾘ6１ 全長c加 体重’ '性別 胄内容

エダマメ(1)、タマネキ(1)、他

カニ(1)

イカ、ヤドカリ、カニ

カラスロ(1)

空

魚類

ヤドカリ(1)、コプシガニ(1)

大島｜底刺網

１
２
５
４
５
６
７
８
９
０
１
２
５
４
５
６
７
８
９
０
１
２
５
４
５
６
７
８
９
０
１
２
５
４
５
６
７

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
５
５
５
５
５
５
５
５

５
２
、
６
５
０
０
０
５
１
５
５
５
０
０
０
０
０
５
０
０
５
５
０
０
０
０
０
０
５
０
０
４
５
８
４
０

●

Ⅲ
０
０
８
０
ｔ
８
ｔ
Ｑ
ｔ
Ｚ
０
ｔ
５
ｔ
２
ｔ
４
８
５
５
２
２
ｔ
ｏ
４
ｔ
３
ｔ
２
ｔ
２
２
ｔ
Ｑ
０
６

４
４
４
５
４
４
５
４
５
４
５
４
４
４
４
４
４
４
５
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
４
４
４
４
５
４
５

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
６

０
０
０
０
５
４
９
０
５
０
０
０
０
５
１
６
５
８
０
７
０
０
４
４
９
４
２
０
０
７
５
６
６
８
１
１
８

４
５
４
５
５
５
２
５
２
５
２
５
５
５
５
２
５
５
５
５
５
５
５
５
２
５
５
５
５
２
２
５
５
５
２
５
１

４５．９２０

４５．１０．７

４５．１０．１５

エビ(1)

タコ(1)

コペ(1)、魚類

魚類

空

魚類

空

〃

カニ(1)

エビ(1)

ハダカイワシ(1)、カニ(1)

魚

タコ(1)

魚類、ヤドカリ(1)

魚類、甲カク類(1)

〃

〃

〃

４５．１０．１８

４５．１１．１９

４４．８．２

神津島｜力ゴ４４．８．７

０・●平均’４０９１ ８１１，旱２６

－４６－



オ オ セ

年月日
一

４２８．２２

場所ｌ方法〃 全長c〃 体重’ 性別 胄内容

馳

田』１
２
５
４
５
６
７

魚

〃

プダイ

大型魚

プダイ５２．８．５ ウドネ島

平均 ９６．７ 6，１５１

ウ
￣

／、 ザメ

４２４．１８ ８．１１ｍ キタノサクラエビ

,／ロ ワ つ

小笠原ｌ延繩５１．６．２５ １１８k９１９ 小笠原２５７

ゾウポウシロザメ

:ljf苧晨
底刺網

つり

４５．１１．１９

早
早
９

９２．０

９８．５

１１１．０

2，５００

ﾄﾞチザメ

大鳥|底刺網
４１８．２２

５０．８．１２

ショウジンガニ(1)

－４７－



付表－６ ホンザ メ

年
一
咽
帆

方法月日
一

:,；

妬１場所 全長航 体重’ 性別

田
［

内容

､’
０
６
６
１
２
８
２
４
８
２
７
５
０
０
５
５
６
８
５
０
７
０
６
７
５
０
７
０
８
４
４
５
５
５
５
５
０

４
４
６
６
ｔ
ｔ
２
５
５
５
４
８
６
５
６
６
４
Ｚ
。
ａ
６
０
ｔ
５
２
６
Ｚ
８
６
Ｑ
２
０
５
２
５
ｔ
ｏ

８
６
７
６
８
６
７
７
５
７
６
５
７
７
８
７
８
７
８
８
７
７
７
７
８
７
７
７
８
７
７
９
７
７
８
８
８

２，０８０

８５０

１６５０

１，０５０

２，０００

１，１５０

１，５００

１，４００

６００

１，６００

９５０

７００

１，５２０

１，４００

２，０００

２，５５０

１，７５０

１，５００

１，７５０

１，７５０

１,４５０

１，０００

１，１００

１，５００

１，７５０

１，４００

１,５００

１，７５０

２，１００

１，５１０

１，５００

１，１１０

１,１６０

１，１１０

１，９５０

１，６２０

１，５１０

カニ(2)

カニ(1)、イカ(1)、ヒトデ(1)

カニ(1)、魚(1)

カニ(2)、ヤドカリ(1)、シャコ(1)

ヒメセミエピ(1)、エビ(5)

カニ(2)

イカ(1)、カニ(2)、魚

カニ(1)

タコ(1)、カニ(1)

カニ(2)、タコ(1)

カニ(2)

空４５．１０．７

４５．１０．１５

‐

タコ(1)、魚

魚

魚、甲カク類、イカ(1)

”、カニ(2)〃

カニ(7)

カニ(1)、魚

カニ(1)、チヒロエピ

４５．１０．１８

４５．１０．１８

魚、イカ(1)、タコ(1)

－４８－



年月日

４５．１１．１５

４４．８．２

場所 方法｜全長師 体重’１性別ﾉﾘ5【 胃内容

魚(2)、タコ(2)、チヒロエピ(1)

魚(4)、ヤドカリ(1)

大島周辺｜底刺網

８
９
０
１
２
５
４
５
６
７
８
９
０
１
２
５
４
５
６
７
８
９
０
１
２
５

５
５
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６

６
６
２
０
９
８
４
５
７
０
４
８
２
０
０
０
４
６
０
５
０
５
０
０
５
５

●
●
句
■
●

●
■

８
Ｚ
８
０
８
４
ｉ
１
８
０
２
４
８
５
２
５
５
ａ
０
Ｑ
２
５
５
Ｚ
且
ｉ

●
●

６
８
５
７
５
８
６
７
７
１
７
７
７
０
７
７
９
８
９
８
８
８
９
９
８
８

１
１

1，０００

２，１５０

５８０

１，２６０

６５０

１，９０６

７４０

１，２００

１，６１０

５，８００

１，９４０

１，５８０

１,９５０

６，２２０

１，５５０

１，４８０

４，０００

１,９６０

５，５４０

５，２４０

５，０００

４５．９８

４５．，１２

エビ、カニ、イヵ

タマネギ(2)、ガラテア(1)

マルガザミ(1)、他

ﾋﾒｷﾝｾﾝｶﾞﾆ(1)､ｲﾎﾟｶﾞｻﾞﾐ(1)

５０．２．１

５０．２．２７

５０．５．５

５１．２．２６

５１．４．１

５２．４．１２

４，８．２２ 不明

〃

〃

2，９４０

５，５２０

４，５４０

４，５７０〃

平均Ｉ７８．５１１，８６６

●

－４９－

Ⅲ



付表－７ ツノザメ

年月日
一

４５．９１１７

場所 方法妬 全長c加 体重， 性別

容

力
内

イ

も

ピエ
冑

ロ

明
類
魚

上

魚
不
魚
小
空
”
魚
”
〃
空
元
ニ
チ
空

網甫底皿
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

周島大Ⅱ
１
１
１
Ⅲ
Ⅲ
川
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
１
１
川
１
１
Ｊ
Ⅲ

０
１
６
５
４
５
２
６
５
５
５
０
０
５
５
５
５
５
５
０
０
０
０
５
５
５
０
０
０
０
５
５
５
０
５
０
０

●
●

●
●
□

９
２
９
８
２
１
４
５
ａ
４
４
６
Ｑ
２
６
５
８
１
５
北
６
６
６
５
２
４
４
８
Ｚ
５
２
６
２
０
ａ
ｔ
２

●
■
●
●

■
●
●
●
●
●
Ｄ
Ｃ
■

●

●

７
８
７
７
８
８
７
７
７
７
７
７
７
７
８
６
６
８
７
８
８
７
７
８
８
７
８
７
７
７
７
７
８
７
８
８
７

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
６
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
２
６
５
８
２
７
０
５
４
４
０
０
０
０
０
０
０
８
７
５
０
０
５
７
２
２
０
１
５
８
８
１
５
５
２

５
５
６
０
５
６
１
８
９
１
０
２
２
６
４
５
０
８
７
７
０
８
６
４
０
６
０
０
０
１
９
２
５
２
５
５
７

９
９
９
９
Ｐ
９
９

？
９
９
９
９
９
９
９
０
９
９
９

２
２
２
２
２
２
２
ｔ
１
２
２
２
２
５
４
５
４
５
２
２
２
１
２
２
２
２
２
２
２
２
１
２
１
２
２
２
１

９
９
９
９
９
９
１
９

９
９
７
９

４５．，２０

４５．１０．７

４５．１０．１５

４５．１０．１８

ｊ魚く
》
・

力
魚

キ
イ

ヤ
類

、

ミ
カ
ミ
足
力

空
魚
空
”
”
”
〃
”
〃
ア
空
イ
ス
魚
頭
一
イ
魚

－５０－



年月日̄

４５．１０．１８

場所｜方法 全長師ﾉﾘＺ 体重’ 性別
E曰

Ｆヨ 内容

■
０
０
０
０
０
０
０
０
５
０
０
８
８
５
０
１
６
４
５
０
０
４
８
０
８
８
０
４
５
４
２
２
７
６
４
２

ｔ
２
ａ
Ｚ
６
８
Ｚ
０
ｔ
Ｑ
Ｚ
ｆ
北
４
２
８
５
２
８
２
２
６
２
５
ｔ
８
Ⅲ
０
Ｚ
２
１
４
５
Ｚ
８
６

●
●
●
●
巳
●
●
●
●
●
●

●
●
●

●
●

８
７
７
７
７
７
６
７
７
５
７
０
８
７
８
７
７
８
９
０
８
７
６
８
６
６
７
９
５
６
９
８
８
８
８
８

１
１

力
類
力

類
イ
空
〃
〃
〃
魚
空
イ
魚
空
魚

４４．８．２

４５．２．４

５０．５．５１

５１．４１

４５．１．２１

４５．１．２２

４５．２．１７

４５．１２．１６

４６．４．２１

５２．８．９

８．１０

５２１０．４

１０．５

魚(1)

胎仔(4)

冑なし

胎仔(7)

〃（５）

７６．８

６１

－５１－



付:表－８ カラスザ〆

年月日

４４．８．７

方法｜全長c〃 胄内容

辺周島津申＃「１
２
５
４
５
６
７
８
９
０
１
２
５
４

１
１
１
１
１

（
Ｕ
Ｔ
〃
〈
、
）
（
Ｕ
Ｔ
へ
（
）
へ
（
Ｕ
へ
、
）
、
〉
〒
へ
、
〉
へ
（
Ｕ
へ
〈
〕

カゴ ５１８

２２０

１２５

１２１

１５５

１０７

１９２

１５０

１５０

１２０

９１

６２

６６

１１５

１
８
０
０
５
５
８
２
５
５
０
５
６
０

●
●
□
●
ロ

●
●
●
●
●
●
●

６
２
５
２
５
ｔ
７
５
２
２
０
６
４
５

４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
２
１
４

４５．１．２１

平均

シロザメ

底釣’９６．５５２８．９

フジクジラ

黒瀬

水深450ｍ

釣り

早
早
８
８
９

５２．１１．１８

１
２
５
４
５

４６．５

４Z６

４４．６

４５．２

４６．５

５６０

４９０

５５０

５２５

５９０

４６．０４ ５７１０

－５２－



ノコギリザメ

年月日
一

４５．９２０

方法ｌ全長ｃ〃 体重’ 性別 胄内容

大島周忌辺

１J
１
２
５
４
５
６
７
８
９
０
１
２
５
４
５
６
７
８
９
０
１
２
５
４
５
６
７
８
９
０
１
２
５
４
５
６

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
５
５
５
５
５
５
５

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
２
０
１
５
５
７
９
０
５
５
０
５
５
５
０
０
５
０
０
２
０
６
５
０
５
８
５
１
０
０
５
０

４
５
６
５
２
０
０
１
８
９
６
８
４
０
５
０
０
７
２
０
６
０
２
５
４
０
２
４
０
２
２
３
５
１
５

７
９
９
９
９
９
９
９
９
９

？
９
９
？
？
７
９
９
９
９
９
９
７
９
９
９
７
７
７
９
７

４
５
５
４
５
５
５
５
５
４
１
５
４
５
２
４
４
５
２
５
４
５
４
４
４
４
４
２
４
２
２
４
Ｚ
４
４ ７
９

４５．１０．１５

エビ(1)

空

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

魚(2)

空

４５．１０１８

４４．８．２

４５．，１２ オキエソ

不明

５０．

５１．

４９

5．５１

４．１

９１８

心

－５５－



付表－９ ツマリツノザメ

体重 性別

田
冒

内容年月日

５２７２７ 瀬 底釣

へ
○
〃
〃
〃
〃
〃
○
十
へ
○
〃
○
十
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
へ
○
〃
○
十
〃

里
ハ、、

０
５
４
７
５
４
４
０
０
０
２
８
０
７
５
０
２
４
４
５
２
６

●
●
□

５
４
８
９
８
５
２
０
Ｚ
５
Ｚ
ａ
４
Ｚ
４
５
５
６
ａ
２
４
Ｚ

●

４
４
７
７
４
４
５
８
７
８
８
７
８
８
８
８
８
８
７
７
７
８

０
５
０
０
０
０
５
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

４
４
５
０
７
５
２
２
０
５
８
０
５
５
２
８
８
０
６
４
０
１

４
５
６
９
５
５
５
９
２
２
８
１
０
５
４
４
１
５
０
２
５
９

７
９

９
９
９
７
０
９
９
７
９
９
９
９
０
９
▽

２
２

２
２
５
５
５
４
４
４
４
４
４
２
２
２
５

１
２
５
４
５
６
７
８
９
０
１
２
５
４
５
６
７
８
９
０
１
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２

空

〃

〃

〃

〃

エビ(1)、魚(1)

５２．１０．２８

黒 瀬

黒 瀬５２．１１．１８

八丈周辺５２．１１．２９

７５．５６ ２６１１１

ゲンロクザメ

釣り八丈島

周辺

グロ
ー

〃

〃

〃

〃

〃

'､ダカイワシ(1)
グヒロ
ェ

〃

へ
○
〃
○
十
〃
千
○
○
十
へ
ｏ
へ
○
○
十

５２．４．２７

４
０
９
２
８
５
９
０
０

●
●

●
●
●

６
０
１
Ｚ
０
５
８
２
２

７
９
８
８
８
９
７
８
７

２，４２０

５，９８０

２，８６０

５，７００

２，６００

４，６００

２，５８０

５，６４０

１，９５０

１
２
５
４
５
６
７
８
９ 黒瀬

〃

５２１１．１８

１１．２４

５１４８

－５４－
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